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44
「
乱
流
趨
正
絶
」
と
「
乱
流
趨
孤
嶼
」
│
│ 
謝
霊
運
「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
の
読
み 
│
│
佐
　
竹
　
保
　
子
一
　
は
じ
め
に
│
│
問
題
の
所
在
李
善
（
七
世
紀
）
注
『
文
選
』
巻
二
十
六
所
収
の
謝
霊
運
（
三
八
五
〜
四
三
三
）「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
は
、
李
善
注
『
文
選
』
系
諸
本
と
五
臣
注
『
文
選
』（
八
世
紀
初
に
上
進
）
系
諸
本
と
で
、
五
句
目
が
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
五
句
目
を
両
様
に
示
し
て
詩
篇
を
引
用
す
る
。
訳
は
、
拙
稿
の
検
討
対
象
と
な
る
五
句
目
の
み
省
く
。
以
後
も
、
そ
の
解
釈
が
検
討
対
象
と
な
る
原
文
に
つ
い
て
は
訳
を
省
い
て
お
り
、
ど
う
ぞ
御
了
承
願
い
た
い
。
江
南
倦
歷
覽
、　　
川
の
南
は
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
巡
り
見
た
江
北
曠
周
旋
。　　
川
の
北
は
は
る
か
に
め
ぐ
り
行
く
懷
新
道
轉
迥
、　　
目
新
し
さ
を
慕
え
ば
道
は
ま
す
ま
す
続
き
尋
異
景
不
延
。　　
珍
し
さ
を
尋
ね
れ
ば
日
脚
は
伸
び
な
い
亂
流
趨
正
絶
（
李
善
注
系
諸
本
）／
亂
流
趨
孤
嶼
（
五
臣
注
系
諸
本
）、
孤
嶼
媚
中
川
。　　
孤
島
が
川
の
半
ば
に
う
る
わ
し
い
雲
日
相
輝
映
、　　
雲
と
太
陽
が
輝
い
て
映
じ
あ
い
空
水
共
澄
鮮
。　　
空
と
水
が
と
も
に
澄
ん
で
あ
ざ
や
か
だ
表
靈
物
莫
賞
、　　
霊
妙
さ
を
表
し
て
も
賞
す
る
も
の
も
無
く
蘊
真
誰
爲
傳
。　　
真
実
を
包
み
も
っ
て
も
誰
が
伝
え
よ
う
想
像
崑
山
姿
、　　
想
像
す
る
の
は
崑
崙
山
の
す
が
た
緬
邈
區
中
緣
。　　
遠
ざ
か
り
ゆ
く
こ
の
世
の
え
に
し
始
信
安
期
術
、　　
始
め
て
信
じ
た　
仙
人
安
期
生
の
術
が
得
盡
養
生
年
。　　
命
を
養
う
日
々
を
全
う
さ
せ
る
こ
と
を
李
善
注
『
文
選
』
は
、
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
に
上
進
さ
れ
て
い
る
。
李
善
注
を
収
め
る
『
文
選
』
諸
本
の
巻
頭
に
「
李
善
上
文
選
注
表
」
が
付
さ
れ
、
そ
の
末
尾
に
「
顯
慶
三
年
九
月
十
七
日
文
林
郎
守
太
子
右
内
率
府
録
事
參
軍
崇
賢
館
直
學
士
臣
李
善
上
表
」
と
あ
る）1
（
。
他
方
、
五
臣
注
を
収
め
る
『
文
選
』
に
は
、
開
元
六
年
（
七
一
八
）
付
け
の
上
表
文「
進
集
注
文
選
表
」が
付
さ
れ
る
。
そ
の
末
尾
に「
開
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
七
号 
平
成
二
十
九
年
六
月 
四
四
－
六
三
頁
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元
六
年
九
月
十
日
工
部
侍
郎
臣
呂
延
祚
上
表
」
と
あ
る）2
（
。
世
に
出
た
の
は
、
上
掲
詩
の
五
句
目
を
「
亂
流
趨
正
絶
」
に
作
る
李
善
注
本
の
方
が
、「
亂
流
趨
孤
嶼
」
に
作
る
五
臣
注
本
よ
り
も
、
半
世
紀
以
上
早
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
李
善
注
本
『
文
選
』
よ
り
さ
ら
に
三
十
数
年
早
く
上
奏
さ
れ
て
い
る
『
藝
文
類
聚）3
（
』
に
も
、
該
詩
は
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
藝
文
類
聚
』
は
、
王
溥
（
十
世
紀
）
の
編
纂
し
た
『
唐
會
要
』
に
、
武
徳
七
年
（
六
二
四
）
の
上
進
と
記
さ
れ
る）4
（
。『
藝
文
類
聚
』
巻
二
十
八
「
遊
覧
」
は
、
該
詩
の
五
句
目
を
、
五
臣
注
系
『
文
選
』
諸
本
と
同
じ
「
亂
流
趨
孤
嶼
」
に
作
る
。
『
藝
文
類
聚
』
と
五
臣
注
『
文
選
』
が
同
じ
「
亂
流
趨
孤
嶼
」
に
作
る
以
上
、七
世
紀
以
前
の
諸
写
本
に
お
い
て
、該
詩
五
句
目
を
「
亂
流
趨
孤
嶼
」と
す
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
宋
代
に
版
本
と
な
る
時
に
、『
藝
文
類
聚
』
と
五
臣
注
『
文
選
』
が
、
該
句
を
と
も
に
「
趨
正
絶
」
か
ら
「
趨
孤
嶼
」
に
改
め
た
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
同
じ
頃
の
写
本
に
、「
趨
正
絶
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
。「
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
考
え
る
の
が
、
梁
章
鉅
（
一
七
七
五
〜
一
八
四
九
）
の
『
文
選
旁
證
』
で
あ
る）5
（
。
そ
の
巻
二
十
三
に
い
う
。
尋
義
、
作
趨
孤
嶼
爲
長
。
下
句
重
上
字
、
古
詩
常
有
。
疑
注
引
爾
雅
、
但
釋
詩
亂
字
、
而
後
人
沿
注
、
故
改
重
文
耳
。（
意
味
を
考
え
れ
ば
、「
趨
孤
嶼
」
に
作
る
の
が
よ
い
。
下
句
が
上
の
字
を
重
ね
る
の
は
、
古
詩
に
よ
く
あ
る
。
お
そ
ら
く
注
に
引
く
『
爾
雅
』
が
、
詩
の
「
乱
」
字
を
解
釈
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
、
後
人
が
そ
の
注
に
よ
っ
て
、
重
な
る
字
を
改
め
た
の
だ
）
「
下
句
重
上
字
」
と
は
、「
亂
流
趨
孤
嶼
」
に
作
る
場
合
、「
下
句
」
が
「
孤
嶼
媚
中
川
」
で
あ
る
か
ら
、「
上
字
」
の
「
孤
嶼
」
が
「
下
句
」
に
「
重
」
な
る
こ
と
を
い
う
。「
注
引
爾
雅
」
と
は
、李
善
が
該
句
に
、
次
の
よ
う
に
付
注
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
爾
雅
曰
、
水
正
絶
流
曰
亂）6
（
。（『
爾
雅
』
に
い
う
。
水
の
「
正
絶
流
」
は
「
乱
」
と
い
う
と
）
『
文
選
旁
證
』
は
、「
下
句
」
が
「
上
字
」
を
重
ね
る
「
重
文
」
は
「
古
詩
」
に
「
常
有
」
の
技
法
で
あ
る
の
に
、「
後
人
」
が
「
重
文
」
を
避
け
よ
う
と
「
注
」
に
引
く
『
爾
雅
』
の
「
文
」
に
「
沿
」
っ
て
「
孤
嶼
」
を
「
正
絶
」
に
「
改
」
め
た
、と
す
る
。
李
善
以
前
に
『
爾
雅
』
が
付
注
さ
れ
て
い
た
の
か
、
付
注
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
そ
れ
が
い
つ
頃
ま
で
遡
る
か
は
、
も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
。
だ
が
と
に
か
く
『
爾
雅
』
付
注
以
前
は
「
亂
流
趨
孤
嶼
」
で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
、『
文
選
旁
證
』
は
い
う
。
以
後
、胡
紹
煐
（
一
七
九
二
〜
一
八
六
〇
）『
文
選
箋
證）7
（
』
や
、
現
代
の
研
究
者
も
、
こ
の
説
を
引
用
す
る
。
と
は
い
え
『
文
選
旁
證
』
に
「
疑
う
ら
く
は
」
と
あ
る
通
り
、
こ
の
説
は
書
き
手
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
。
写
本
の
時
代
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
、
版
本
時
代
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
異
文
が
発
生
し
え
た
。「
亂
流
趨
正
絶
」
が
『
爾
雅
』
付
注
以
前
か
ら
あ
っ
た
異
文
の
46
一
つ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
『
文
選
旁
證
』
説
の
と
お
り
に
、
付
注
さ
れ
た
『
爾
雅
』
に
「
沿
」
っ
て
後
人
が
「
改
」
め
た
も
の
な
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
判
定
し
よ
う
が
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、「
亂
流
趨
孤
嶼
」
で
あ
れ
ば
「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
全
体
が
い
か
に
読
み
解
か
れ
る
の
か
、「
亂
流
趨
正
絶
」
な
ら
い
か
な
る
差
違
が
生
じ
、
い
か
な
る
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
、
あ
る
い
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
を
考
察
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
「
趨
孤
嶼
」
と
「
趨
正
絶
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
伝
え
て
き
た
人
々
が
、
該
詩
を
い
か
に
読
も
う
と
し
た
の
か
、
彼
ら
の
読
み
の
姿
勢
を
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
　「
重
文
」
「
亂
流
趨
孤
嶼
」
と
「
亂
流
趨
正
絶
」
と
の
大
き
な
違
い
は
、
次
句
と
の
関
わ
り
に
あ
る
。『
文
選
旁
證
』
の
指
摘
す
る
と
お
り
、「
亂
流
趨
孤
嶼
」
は
、
そ
の
下
句
「
孤
嶼
媚
中
川
」
に
、
上
字
の
「
孤
嶼
」
を
重
ね
る
形
と
な
る
。
現
代
の
修
辞
学
で
「
頂
真
格
」
と
称
さ
れ
る
技
法
で
あ
る
。「
頂
真
格
」
そ
れ
自
体
は
た
し
か
に
、『
文
選
旁
證
』
の
説
く
よ
う
に
「
古
詩
に
常
有
」
で
あ
る
。
現
存
す
る
謝
霊
運
詩
に
も
、
管
見
の
限
り
二
十
数
例
が
見
出
さ
れ
る
。
だ
が
、
下
句
に
上
字
を
重
ね
る
技
法
は
、
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。
詳
細
は
か
つ
て
拙
稿
に
述
べ
た
の
で）8
（
、
こ
こ
に
あ
ら
ま
し
を
略
述
す
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。
上
下
両
句
に
同
語
を
く
り
返
す
と
、
両
句
間
に
強
い
連
続
性
が
生
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
技
法
は
、
両
句
間
に
断
絶
性
が
あ
る
時
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
連
続
性
と
断
絶
性
と
の
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
醸
し
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
両
句
間
の
断
絶
は
、
た
と
え
ば
両
句
が
、
換
韻
す
る
別
々
の
聯
に
属
す
る
場
合
に
生
じ
る
。
曹
植
（
一
九
二
〜
二
三
二
）「
白
馬
王
彪
に
贈
る
」
の
「
欲
還
絶
無
蹊
、
攬
轡
止
踟
蹰
。
踟
蹰
亦
何
留
、
相
思
無
終
極
（
戻
ろ
う
と
し
て
も
細
道
も
無
く
、
た
づ
な
を
執
っ
た
ま
ま
行
き
な
や
む
。
行
き
な
や
ん
で
も
ど
こ
に
留
ま
る
の
か
、
君
へ
の
思
い
は
果
て
し
な
い
）」（『
文
選
』
巻
二
十
四
）
等
で
あ
る
。
右
の
詩
で
は
、
重
な
る
語
が
前
聯
の
下
句
と
後
聯
の
上
句
に
現
れ
る
。
前
聯
の
押
韻
字
は
「
蹰
」、
後
聯
の
そ
れ
が
「
極
」
で
、
後
聯
以
後
は
換
韻
し
て
い
る
。
こ
の
型
は
『
詩
経
』
以
来
多
用
さ
れ
て
お
り
、
謝
詩
に
も
九
例
ほ
ど
見
い
だ
さ
れ
る）9
（
。
ま
た
、
同
様
だ
が
換
韻
し
な
い
型
も
あ
り
、
換
韻
す
る
場
合
よ
り
、
断
絶
性
が
や
や
弱
ま
る
。
こ
の
型
は
『
詩
経
』
に
は
二
例
と
少
な
い
が
、
以
後
は
多
用
さ
れ
、
謝
詩
に
は
九
例
見
い
だ
さ
れ
る）10
（
。
以
上
二
つ
の
型
が
、
異
な
る
聯
で
語
を
重
ね
る
の
に
対
し
、「
亂
流
趨
孤
嶼
、
孤
嶼
媚
中
川
」
は
、
同
じ
聯
で
語
を
重
ね
て
い
る
。
す
で
に
一
聯
と
し
て
ひ
と
ま
と
ま
り
を
な
す
中
に
、
さ
ら
に
同
じ
語
を
重
ね
る
の
で
、
断
絶
性
が
後
退
し
て
連
続
性
が
前
面
に
出
る
。
こ
の
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型
は
、
謝
詩
に
ほ
か
に
六
例
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
詩
篇
の
初
聯
に
配
さ
れ
る
。
詩
篇
半
ば
で
二
字
の
同
語
を
重
ね
る
の
は
、
五
臣
注
本
系
『
文
選
』
所
収
の
「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
一
例
に
と
ど
ま
る
。『
詩
経
』
に
お
い
て
も
、
何
種
類
か
の
重
文
を
複
数
聯
に
配
し
て
こ
と
さ
ら
に
連
続
性
を
強
調
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
一
聯
内
に
二
字
の
語
を
く
り
返
す
重
文
は
、
そ
の
詩
篇
の
初
聯
か
換
韻
直
後
の
初
聯
に
現
れ
る
。『
詩
経
』
以
後
謝
詩
ま
で
の
詩
篇
で
も
同
様
で
あ
る
。
詩
篇
半
ば
で
二
字
の
語
を
重
ね
る
の
は
、
管
見
の
限
り
、「
古
詩　
焦
仲
卿
の
妻
の
為
め
に
作
る
」（『
玉
臺
新
詠
』巻
一
。
以
下「
古
詩
焦
仲
卿
」
と
略
称
す
る
）、
曹
植
「
徐
幹
に
贈
る
」（『
文
選
』
巻
二
十
四
）、
郭
遐
周
「
嵆
康
に
贈
る
」
三
首
の
一
（『
嵆
中
散
集
』
巻
一
）
の
三
篇
に
と
ど
ま
る
。「
古
詩
焦
仲
卿
」
で
は
一
七
〇
聯
を
越
す
長
篇
の
二
十
二
聯
目
に
、「
徐
幹
に
贈
る
」
は
全
一
四
聯
の
一
一
聯
目
に
、「
嵆
康
に
贈
る
」
は
全
一
一
聯
の
八
聯
目
に
、
そ
れ
ぞ
れ
重
文
が
配
さ
れ
て
い
る
。
右
の
三
篇
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
重
文
ま
で
の
聯
と
重
文
直
後
の
聯
の
間
に
、
場
面
転
換
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
古
詩
焦
仲
卿
」
に
「
便
可
速
遣
之
、
遣
之
慎
莫
留
。
府
吏
長
跪
告
、
伏
惟
啓
阿
母
（
だ
か
ら
さ
っ
さ
と
追
い
だ
す
が
よ
い
、
追
い
だ
し
て
く
れ
ぐ
れ
も
引
き
留
め
て
は
な
ら
ぬ
。
府
吏
（
焦
仲
卿
）
は
ひ
ざ
ま
ず
い
た
ま
ま
言
っ
た
。
恐
れ
な
が
ら
母
さ
ま
に
申
し
あ
げ
ま
す
）」
と
あ
る
。
前
聯
の
押
韻
字
は
「
留
」、
後
聯
の
押
韻
字
は
「
母
」
で
、
後
聯
は
換
韻
す
る
。
ま
ず
換
韻
と
い
う
形
で
、
前
聯
と
後
聯
が
分
段
さ
れ
る
。
内
容
も
、
前
聯
ま
で
は
「
阿
母
」
の
語
り
で
あ
り
、
後
聯
以
後
は
、
息
子
で
あ
る
「
府
吏
」
の
抗
弁
で
あ
る
。
曹
植
「
徐
幹
に
贈
る
」
と
郭
遐
周
「
嵆
康
に
贈
る
」
は
一
韻
到
底
だ
が
、
同
様
に
、
重
文
直
後
に
場
面
が
転
換
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
異
聯
間
の
重
文
が
断
絶
性
と
連
続
性
の
両
面
を
持
つ
の
に
く
ら
べ
、
同
聯
内
の
重
文
で
は
、
連
続
性
の
み
が
際
だ
つ
。
上
句
と
下
句
で
同
じ
語
を
重
ね
る
こ
と
で
、
上
下
句
間
の
紐
帯
が
強
ま
り
、
一
聯
内
が
緊
密
化
す
る
。
そ
の
緊
密
化
が
相
対
的
に
、
該
聯
と
他
聯
と
の
隔
た
り
を
印
象
づ
け
る
。
同
聯
内
の
緊
密
化
が
、
異
聯
間
の
隔
た
り
を
惹
起
す
る
。
そ
の
相
対
的
な
隔
た
り
を
、
右
の
三
篇
は
、
詩
中
の
場
面
転
換
に
活
用
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る）11
（
。
以
上
、『
文
選
旁
證
』
の
所
謂
る
「
下
句
に
上
字
を
重
ね
る
」
技
法
に
つ
い
て
、
前
稿
の
検
討
結
果
を
略
述
し
た
。『
文
選
旁
證
』
は
こ
の
技
法
を
「
古
詩
に
常
有
」
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
異
聯
間
で
、
前
聯
下
句
の
語
を
後
聯
上
句
に
重
ね
る
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
型
な
ら
謝
詩
に
二
〇
例
近
く
、『
詩
経
』
か
ら
謝
詩
ま
で
の
用
例
も
多
い
。
と
こ
ろ
が
「
亂
流
趨
孤
嶼
、
孤
嶼
媚
中
川
」
の
よ
う
に
、
詩
篇
半
ば
の
一
聯
内
で
二
字
の
語
を
重
ね
る
例
は
、
謝
詩
に
は
右
の
一
例
に
と
ど
ま
る
。
謝
詩
に
至
る
ま
で
で
も
、
管
見
の
限
り
三
例
ほ
ど
で
、決
し
て
「
古
詩
に
常
有
」
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
三
例
で
は
、
重
文
が
、
詩
篇
に
場
面
転
換
の
起
こ
る
直
前
に
配
さ
れ
て
い
る
。
48
三
　
対
と
非
対
で
は
「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
に
お
い
て
、
全
篇
の
脈
絡
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
。
該
詩
の
原
文
の
み
を
再
掲
す
る
。
江
南
倦
歷
覽
、
江
北
曠
周
旋
。
懷
新
道
轉
迥
、
尋
異
景
不
延
。
亂
流
趨
孤
嶼
（
正
絶
）、
孤
嶼
媚
中
川
。
雲
日
相
輝
映
、
空
水
共
澄
鮮
。
表
靈
物
莫
賞
、
蘊
真
誰
爲
傳
。
想
像
崑
山
姿
、
緬
邈
區
中
緣
。
始
信
安
期
術
、
得
盡
養
生
年
。
全
七
聯
中
三
聯
目
が
、
現
存
す
る
『
藝
文
類
聚
』
や
五
臣
注
本
系
『
文
選
』
で
、「
孤
嶼
」
の
語
を
重
ね
て
い
る
。
詩
の
主
人
公
は
、「
江
南
」
と
「
江
北
」
を
「
歴へ
」「
旋めぐ
」
り
、「
新
」「
異
」
を
求
め
て
、
空
間
（「
道
」）
を
踏
破
し
、時
間
（「
景
」）
を
蕩
尽
し
て
き
た
。「
孤
嶼
」
は
、彼
が
行
き
着
い
た
最
終
地
点
で
あ
る
。
四
聯
目
が
そ
の
「
孤
嶼
」
の
景
観
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
三
聯
目
か
ら
連
続
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
の
眺
め
は
、
主
人
公
が
一
度
も
目
に
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
「
雲
」
と
「
日
」
が
「
輝
」
き
「
映
」
じ
、「
空
」
と
「
水
」
が
「
澄
」
み
わ
た
る
。
彼
の
求
め
る
「
新
」「
異
」
を
は
る
か
超
え
た
次
元
に
、
そ
れ
は
属
し
て
い
る
。
だ
か
ら
最
終
聯
で
彼
は
、「
安
期
」
生
の
「
術
」
を
「
始
」
め
て
「
信
」
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
四
聯
目
以
降
は
、
三
聯
目
ま
で
の
、
し
ゃ
に
む
に
動
く
彼
と
は
別
次
元
に
あ
る
。
こ
こ
に
「
下
句
に
上
字
を
重
ね
る
」
聯
を
境
と
し
た
、
場
面
転
換
の
断
絶
を
見
い
だ
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
前
章
に
挙
げ
た
「
古
詩
焦
仲
卿
」「
徐
幹
に
贈
る
」「
嵆
康
に
贈
る
」
の
よ
う
に
。
だ
が
、
腑
に
落
ち
な
い
点
が
残
る
。
第
一
に
、
前
章
に
挙
げ
た
三
篇
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
〇
聯
以
上
、
一
四
聯
、
一
一
聯
と
い
う
、
長
篇
か
中
篇
で
あ
っ
た
。「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
は
全
七
聯
で
、
謝
霊
運
詩
と
し
て
も
短
篇
に
入
る）12
（
。
し
か
も
謝
霊
運
の
他
の
山
水
詩
同
様
、
詩
語
は
精
練
さ
れ
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
精
練
と
凝
縮
の
短
篇
に
、「
孤
嶼
」
の
語
が
、
題
名
も
含
め
て
三
度
登
場
す
る
。「
孤
嶼
」
が
重
な
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
。
第
二
に
、
三
聯
目
が
重
文
で
あ
れ
ば
、
前
章
に
記
し
た
と
お
り
、
そ
の
上
句
と
下
句
、
す
な
わ
ち
「
亂
流
」
句
と
「
孤
嶼
」
句
の
連
続
化
・
緊
密
化
が
促
さ
れ
る
。
し
か
し
「
亂
流
」
句
と
「
孤
嶼
」
句
は
緊
密
に
連
な
る
句
な
の
か
。
む
し
ろ
両
句
の
間
に
は
、
断
絶
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。
上
掲
の
「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
全
七
聯
の
ほ
と
ん
ど
が
対
偶
を
な
す
こ
と
だ
。
一
聯
目
と
二
聯
目
、
お
よ
び
四
聯
目
か
ら
六
聯
目
に
至
る
ま
で
、
聯
内
の
上
下
句
の
構
造
が
同
様
で
あ
る
。
最
終
聯
「
始
信
安
期
術
、
得
盡
養
生
年
」
は
、
上
句
二
字
目
「
信
」
の
目
的
語
が
、「
安
期
術
、
得
盡
養
生
年
」
で
あ
る
が
、
上
下
句
の
構
造
は
一
致
し
て
い
る
。
上
句
の
「
始
」
と
下
句
の
「
得
」
は
、
主
要
な
述
語
で
あ
る
上
句
「
信
」
と
下
句
「
尽
」
を
補
助
す
る
助
字
と
考
え
ら
れ
る）13
（
。
最
終
聯
は
、
後
世
に
言
う
流
水
対
49 「乱流趨正絶」と「乱流趨孤嶼」（佐竹）
と
み
な
せ
る
。
全
七
聯
中
六
聯
が
対
偶
な
の
で
、
残
る
「
亂
流
」
聯
も
対
偶
を
な
せ
ば
、該
詩
は
全
対
と
な
る
。
げ
ん
に
そ
う
考
え
る
研
究
者
も
い
る
。
彼
ら
は
「
亂
流
」
句
を
「
孤
嶼
」
句
の
構
造
に
合
わ
せ
て
、「
乱
」
が
「
流
」
を
形
容
す
る
連
体
修
飾
語
で
あ
り
、「
亂
流
」
が
「
趨
」
の
主
語
だ
と
読
む）14
（
。「
乱
る
る
流
れ
は
孤
嶼
に
趨
き
、
孤ひと
つ
な
る
嶼
は
中
川
に
媚
し
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
亂
」
字
が
「
流
」
を
形
容
す
る
修
飾
語
で
な
い
こ
と
は
、
現
存
文
献
で
最
古
の
読
解
者
た
る
李
善
が
、
そ
の
注
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
再
度
、
注
の
原
文
の
み
を
記
す
。「
爾
雅
曰
、
水
正
絶
流
曰
亂
」。
出
典
の
『
爾
雅
』
釈
水
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
逆
流
而
上
曰
泝
洄
。
順
流
而
下
曰
泝
游
。
正
絶
流
曰
亂
。（
流
れ
に
逆
ら
っ
て
上
る
の
は
「
泝
洄
」
と
い
う
。
流
れ
に
順
っ
て
下
る
の
は
「
泝
游
」
と
い
う
。「
正
絶
流
」
は
「
乱
」
と
い
う
）
『
爾
雅
』
の
「
逆
流
」
は
「
逆
渡
」
の
こ
と
、「
順
流
」
は
「
順
渡
」
の
こ
と
、と
邢
昺
（
九
三
二
〜
一
〇
一
〇
頃
）
の
疏
の
引
く
孫
炎
（
三
世
紀
）
の
説
に
い
う）15
（
。
つ
ま
り
「
逆
流
」「
順
流
」
は
水
流
の
状
態
で
は
な
く
、
人
間
が
水
流
を
い
か
に
「
渡
」
る
か
を
い
う
、
と
。
さ
ら
に
郭
璞
（
二
七
六
〜
三
二
四
）
も
、「
泝
洄
」「
泝
游
」
に
つ
い
て
、
「
皆
な
詩
に
見
ゆ
」
と
付
注
す
る
。「
詩
」
と
は
、
邢
昺
の
疏
に
い
う
と
お
り
、『
詩
経
』
秦
風
「
蒹
葭
」
の
次
の
く
だ
り
を
指
す
。
訳
文
は
目
加
田
誠
氏
に
拠
る）16
（
。
所
謂
伊
人
、　　
あ
わ
れ
わ
が
思
え
る
人
は
在
水
一
方
。　　
大
川
の
水
の
彼
方
に
遡
洄
從
之
、　　
川
の
ぼ
り
ゆ
か
む
と
す
れ
ば
道
阻
且
長
。　　
道
と
お
み
至
り
も
や
ら
ず
遡
游
從
之
、　　
川
く
だ
り
ゆ
か
む
と
す
れ
ば　
宛
在
水
中
央
。　
お
も
か
げ
は
水
の
さ
中
に
「
所
謂
る
伊
の
人
」
に
、「
遡
洄
」
す
れ
ば
至
り
難
く
、「
遡
游
」
す
れ
ば
「
水
の
中
央
」
に
「
在
」
る
と
う
た
う
。
よ
っ
て
「
遡
洄
」「
遡
游
」
は
と
も
に
、
詩
の
語
り
手
す
な
わ
ち
人
間
が
、
水
を
渡
る
こ
と
で
あ
る
。『
爾
雅
』
の
「
泝
洄
」「
泝
游
」
に
つ
い
て
、
孫
炎
の
説
く
所
と
一
致
す
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
『
爾
雅
』
の
三
句
目
「
正
絶
流
曰
亂
」
も
、
人
の
水
渡
り
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
「
泝
洄
」「
泝
游
」
と
は
異
な
る
三
種
目
の
渡
り
方
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。「
泝
洄
」「
泝
游
」
は
水
流
に
平
行
に
、
上
る
か
下
る
か
す
る
渡
り
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
と
異
な
る
三
種
目
と
は
、
水
流
に
対
し
て
垂
直
に
、
流
れ
を
横
切
る
渡
り
方
以
外
あ
り
え
な
い
。
郭
璞
が
「
直
横
渡
也
」
と
付
注
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
郭
璞
は
さ
ら
に
「
書
曰
、
亂
于
河
」
と
、『
尚
書
』
に
右
の
意
の
「
亂
」
字
が
あ
る
と
い
う
。『
尚
書
』「
禹
貢
」
の
、
「
梁
州
」
に
つ
い
て
の
一
節
で
あ
る
。
西
傾
因
桓
是
來
。
浮
于
潛
、
逾
于
沔
、
入
于
渭
、
亂
于
河
。
偽
孔
伝
に
拠
れ
ば
、「
西
傾
」
は
山
名
、「
桓
」
は
西
傾
山
か
ら
流
50
れ
る
川
で
あ
る）17
（
。
吉
川
幸
次
郎
氏
が
「
西
傾
山
よ
り
桓
水
に
そ
い
つ
つ
来
れ
ば
、
潜
水
に
浮
か
び
、
沔
水
を
こ
え
」「
渭
水
に
入
り
、
黄
河
を
つ
っ
き
っ
た）18
（
。」
と
訳
す
と
お
り
、「
來
」「
浮
」「
逾
」「
入
」
と
と
も
に
、「
亂
」
も
、
人
間
の
行
為
を
指
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。
偽
孔
伝
は
こ
こ
に
、『
爾
雅
』
の
「
正
絶
流
曰
亂
」
を
引
く
。
「
亂
」
は
、『
詩
経
』
大
雅
「
公
劉
」
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。
篤
公
劉
、　　
　
心
の
篤
い
公
劉
は）19
（
于
豳
斯
館
。　　
豳
の
地
に
館
を
設
け
た
渉
渭
爲
亂
。　　
渭
水
の
流
れ
を
横
切
っ
て
紀
元
前
の
毛
伝
は
「
正
絶
流
曰
亂
」
と
記
し
、
鄭
玄
（
一
二
七
〜
二
○
○
）
は
「
乃
使
人
渡
渭
水
、
爲
舟
絶
流
（
そ
こ
で
人
を
使
わ
し
渭
水
を
渡
ら
せ
、
舟
で
流
れ
を
横
切
ら
せ
た
）」
と
説
明
す
る
。
詩
の「
爲
亂
」を「
爲
舟
絶
流
」と
敷
衍
し
て
い
る
。
そ
の
主
体
は「
人
」
で
あ
る
。「
亂
」
は
、「
人
」
の
行
為
と
解
さ
れ
て
い
る
。
「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
に
戻
れ
ば
、
李
善
は
お
そ
ら
く
、
詩
中
の
「
亂
」
が
『
尚
書
』
や
『
詩
経
』
に
あ
る
由
緒
正
し
い
語
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
、『
爾
雅
』
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
『
爾
雅
』
や
『
尚
書
』『
詩
経
』
に
基
づ
く
限
り
、「
亂
」
は
、
人
が
水
流
を
渡
る
行
為
を
意
味
す
る
。
よ
っ
て
「
亂
流
」
に
続
く
「
趨
」
の
主
体
も
、「
亂
」
の
主
語
と
同
一
人
物
で
あ
る
。「
亂
流
趨
」
と
は
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
主
語
で
あ
る
語
り
手
が
、「
流
れ
を
乱わた
り
て
趨
く
」
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
聯
下
句
の
「
孤
嶼
は
媚
し
」
と
は
、
句
の
構
造
を
異
に
す
る
。
「
孤
嶼
」
句
は
、「
亂
流
」
句
の
対
句
で
は
な
い
。「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
は
、
全
七
聯
中
「
亂
流
」
聯
の
み
が
、
非
対
の
聯
な
の
で
あ
る
。四
　「
亂
流
」
句
と
「
孤
嶼
」
句
の
断
絶
全
篇
中
唯
一
の
非
対
で
あ
る
「
亂
流
」
聯
の
上
句
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
第
一
・
二
聯
と
ま
と
ま
り
を
な
す
。「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」を
、
再
度
原
文
の
み
掲
げ
る
。「
江
南
倦
歷
覽
、
江
北
曠
周
旋
。
懷
新
道
轉
迥
、
尋
異
景
不
延
。
亂
流
趨
孤
嶼
（
正
絶
）、
孤
嶼
媚
中
川
。
雲
日
相
輝
映
、
空
水
共
澄
鮮
。
表
靈
物
莫
賞
、
蘊
真
誰
爲
傳
。
想
像
崑
山
姿
、
緬
邈
區
中
緣
。
始
信
安
期
術
、
得
盡
養
生
年
」。
第
一
聯
上
句
「
江
南
倦
歷
覧
」
で
、「
倦
」「
歷
覧
」
の
主
体
が
、
語
り
手
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
下
句
「
江
北
曠
周
旋
」
で
も
、
「
曠
」「
周
旋
」
の
主
体
は
、
句
中
に
明
記
の
な
い
語
り
手
で
あ
る
。
第
二
聯
「
懷
新
道
轉
迥
、
尋
異
景
不
延
」
は
ど
う
か
。
各
句
後
三
字
で
、主
語
は
そ
れ
ぞ
れ
「
道
」「
景
」
で
あ
る
が
、初
字
「
懷
」「
尋
」
の
主
体
は
、
や
は
り
語
り
手
で
あ
る
。
第
五
句
の
「
亂
」「
趨
」
の
主
体
が
語
り
手
で
あ
る
こ
と
は
、
前
章
に
確
認
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、「
江
南
」
聯
か
ら
「
懷
新
」
聯
を
経
て
「
亂
流
」
句
に
至
る
ま
で
、
主
要
な
述
語
は
主
語
が
明
記
さ
れ
な
い
形
で
綴
ら
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れ
、
そ
の
主
語
は
一
貫
し
て
語
り
手
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
語
り
手
が
主
体
と
な
り
、
彼
の
「
江
南
」
と
「
江
北
」
の
空
間
（「
道
」）
踏
破
と
時
間
（「
景
」）
の
蕩
尽
が
詠
じ
ら
れ
る
。
で
は
、「
亂
流
」
聯
下
句
の
「
孤
嶼
」
句
は
ど
う
か
。「
孤
嶼
」
句
の
述
語
「
媚
」
の
主
語
は
「
孤
嶼
」
で
、
句
中
に
明
記
さ
れ
る
。
第
四
聯
「
雲
日
相
輝
映
、
空
水
共
澄
鮮
」
の
「
輝
映
」
と
「
澄
鮮
」
の
主
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
雲
日
」
と
「
空
水
」
で
、
こ
れ
も
句
中
に
あ
る
。
第
五
聯
「
表
靈
物
莫
賞
、
蘊
真
誰
爲
傳
」
は
、
前
掲
し
た
第
二
聯
の
構
造
に
似
る
。各
句
後
三
字
の
主
述
文
を
導
き
だ
す
初
二
字
に
、
主
語
の
明
記
が
な
い
。
し
か
し
「
表
靈
」「
蘊
真
」
の
主
体
が
、「
雲
日
」「
空
水
」
を
包
含
す
る
「
孤
嶼
」
で
あ
る
こ
と
は
、「
孤
嶼
」
句
か
ら
の
文
脈
で
判
断
で
き
る
。
前
半
の
「
亂
流
」
句
ま
で
と
は
対
蹠
的
に
、「
孤
嶼
」
句
か
ら
「
表
靈
」
聯
ま
で
は
、「
孤
嶼
」
が
中
心
と
な
る
。
焦
点
は
「
孤
嶼
」
に
あ
る
。「
亂
流
」
句
ま
で
は
語
り
手
の
動
き
を
詠
じ
て
い
た
が
、「
孤
嶼
」
句
以
後
は
、
語
り
手
が
姿
を
消
す
。
蕩
尽
さ
れ
て
い
た
時
間
は
停
止
し
、
踏
破
さ
れ
て
い
た
空
間
も
静
止
す
る
。
時
が
と
ま
る
静
謐
の
中
に
、「
孤
嶼
」
の
み
が
浮
か
び
上
が
る
。
語
り
手
か
ら
「
孤
嶼
」
へ
、
動
き
か
ら
静
止
へ
、
幅
の
あ
る
時
間
帯
か
ら
光
に
満
ち
た
一
瞬
へ
。
そ
の
切
り
か
わ
り
が
、「
亂
流
」聯
の
、
ま
さ
に
只
中
で
起
こ
っ
て
い
る
。
聯
と
聯
の
間
で
は
な
く
、「
亂
流
」
聯
の
、
上
句
と
下
句
の
間
で
、
な
さ
れ
て
い
る）20
（
の
で
あ
る
。
五
　「
趨
正
絶
」
清
代
の
何
焯
（
一
六
六
一
〜
一
七
二
二
）
は
「
亂
流
」
聯
を
次
の
よ
う
に
評
す）21
（
。
　
妙
在
上
句
一
頓
。（
す
ば
ら
し
さ
は
上
句
の
「
一
頓
」
に
あ
る
）
上
句
の
あ
と
に
停
頓
が
あ
り
、そ
れ
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
。「
上
句
の
一
頓
」
は
、
上
下
句
間
の
非
連
続
性
、
断
絶
性
を
指
そ
う
。
前
章
に
見
た
よ
う
な
、
上
下
句
間
に
存
す
る
焦
点
の
切
り
か
わ
り
に
、
何
焯
は
気
付
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
何
焯
は
該
詩
を
、「
亂
流
趨
正
絶
、
孤
嶼
媚
中
川
」
の
テ
キ
ス
ト
で
読
ん
で
い
る
。
小
論
第
二
章
に
記
し
た
よ
う
に
「
亂
流
趨
孤
嶼
、
孤
嶼
媚
中
川
」
で
は
、
上
下
句
間
に
、「
孤
嶼
」
を
紐
帯
と
し
て
強
い
連
続
性
が
生
ず
る
。
そ
の
た
め
「
上
句
」
に
「
一
頓
」
が
あ
る
と
は
感
じ
得
な
い
。焦
点
の
切
り
か
わ
り
に
よ
る「
上
句
の
一
頓
」、
す
な
わ
ち
上
下
句
間
の
断
絶
を
、
何
焯
の
よ
う
に
感
得
す
る
に
は
、
「
趨
孤
嶼
」
で
は
な
く
「
趨
正
絶
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
何
焯
の
よ
う
に
「
亂
流
趨
正
絶
」
で
読
む
な
ら
、「
趨
正
絶
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
小
論
第
三
章
に
挙
げ
た
『
爾
雅
』
を
見
れ
ば
、「
正
絶
」
と
は
「
亂
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
人
が
水
流
を
渡
る
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
亂
」
に
「
趨
」
く
と
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
い
文
に
見
え
る
。
前
掲
の
『
文
選
旁
證
』
が
「
義
を
尋
ぬ
れ
ば
、『
趨
孤
嶼
』
に
作
る
が
長
為
り
」
と
評
す
る
ゆ
え
ん
で
52
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
、「
正
絶
」
の
「
義
を
尋
」
ね
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
ま
ず
「
亂
」
を
検
討
す
る
。
『
爾
雅
』
の
「
流
れ
に
逆
い
て
上
る
は
『
泝
洄
』
と
曰
う
。
流
れ
に
順
い
て
下
る
は
『
泝
游
』
と
曰
う
。『
正
絶
流
』
は
『
乱
』
と
曰
う
」
は
、
水
渡
り
の
三
類
を
記
し
て
い
た
。
前
二
類
は
川
筋
に
平
行
に
、
上
る
か
下
る
か
で
あ
り
、
後
一
類
は
、
川
筋
に
垂
直
に
、
そ
れ
を
横
切
る
渡
り
方
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
水
を
攪
乱
す
る
範
囲
は
、
川
幅
分
を
渡
る
後
一
類
が
、圧
倒
的
に
大
き
い
。
な
ら
ば
後
一
類
を
「
亂
」
と
称
す
る
の
は
、
そ
の
渡
り
が
、
水
流
を
大
き
く
攪
乱
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
含
意
し
て
い
な
い
か
。「
泝
洄
」
で
も
「
泝
游
」
で
も
「
渡
」
で
も
な
く
、敢
え
て
「
亂
」
と
名
付
け
ら
れ
た
ゆ
え
ん
は
、
「
亂
」
字
に
含
ま
れ
る
ミ
ダ
ス
・
ミ
ダ
レ
ル
意
が
、
多
層
的
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
、「
亂
」
を
解
説
す
る
「
正
絶
流
」
に
も
言
え
る
。
川
筋
に
垂
直
に
渡
れ
ば
、川
幅
分
の
水
流
が
次
々
に
断
ち
切
ら
れ
る
。
か
く
水
流
を
次
々
に
断
ち
切
る
渡
り
方
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
「
絶
」
と
称
し
た
可
能
性
は
な
い
か
。
「
絶
流
」
と
似
た
語
で
、謝
霊
運
が
用
い
た
有
名
な
こ
と
ば
に
「
截
流
」
が
あ
る
。
彼
は
涅
槃
経
の
改
訳
で
、
旧
来
の
「
手
把
脚
踏
、
得
到
彼
岸
」
を
「
運
手
動
足
、
截
流
而
度
」
と
改
め
た
と
さ
れ
る
。
僧
肇
（
四
世
紀
後
半
〜
四
一
四
）
の
「
肇
論
」
に
付
さ
れ
た
慧
達
（
六
世
紀
）「
序
」
に
対
す
る
、元
康
（
七
世
紀
後
半
〜
八
世
紀
初
）「
疏
」
に
、
そ
れ
が
記
さ
れ
る）22
（
。
慧
達
の
「
序
」
は
、
道
安
（
四
世
紀
）
鳩
摩
羅
什
（
四
世
紀
後
半
〜
五
世
紀
初
）
以
来
の
名
僧
「
三
千
余
僧
」・
名
士
「
八
百
許
人
」
の
中
で
、
僧
肇
だ
け
が
、「
語
」「
黙
」
双
方
に
卓
越
し
た
「
有
美
」
の
人
だ
と
讃
え
て
い
る）23
（
。
元
康
の
「
疏
」
は
、
慧
達
の
「
語
」
を
「
文
」、「
黙
」
を
「
理
」
と
と
ら
え
、
道
安
や
羅
什
は
「
唯
だ
理
を
得
る
の
み
に
し
て
文
に
闕
く
る
所
有
り
」、
僧
叡
や
謝
霊
運
は
「
唯
だ
文
を
得
る
の
み
に
し
て
理
に
闕
く
る
所
有
り
」
と
記
す
。
そ
の
上
で
、
謝
霊
運
の
「
文
章
秀
発
」
の
例
と
し
て
、
涅
槃
経
の
改
訳
を
挙
げ
る
。「
如たと
え
ば
涅
ね
は
ん
ぎ
よ
う
槃
は
元
来
質
朴
な
り
。
本
と
言
う
『
手
は
把と
り
脚
は
踏
み
、
彼
岸
に
到
る
を
得
』
と
。
謝
公
改
め
て
云
う
『
手
を
運
び
足
を
動
か
し
、
流
れ
を
截た
ち
て
度わた
る
』
と
」。
謝
霊
運
訳
の
「
截
流
而
度
」
の
「
截
」
は
、「
絶
」
と
同
じ
く
「
断
つ
」
意
味
を
含
む
。
音
も
「
絶
」
に
き
わ
め
て
近
い）24
（
。
一
方
の
岸
か
ら
他
方
の
岸
へ
の
水
渡
り
を
、
謝
霊
運
が
、
水
流
を
断
つ
像
で
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
し
て
「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
に
も
ど
れ
ば
、水
流
を
「
絶
」
つ
も
の
は
、川
を
渡
る
者
だ
け
で
は
な
い
。「
江
中
」
に
存
す
る
「
孤
嶼
」
も
ま
た
、
水
流
を
さ
ま
た
げ
途
絶
さ
せ
て
い
る
。
な
ら
ば
「
趨
正
絶
」
の
「
正
絶
」
と
は
、「
孤
嶼
」
が
さ
ま
た
げ
て
途
絶
さ
せ
て
い
る
水
流
を
指
し
て
は
い
な
い
か
。
水
流
が
「
正
絶
」
す
る
背
後
に
、
川
を
渡
る
者
と
、
川
中
に
聳
え
る
「
孤
嶼
」
が
、
あ
る
。
と
は
い
え
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
亂
流
」
聯
上
句
の
「
亂
流
趨
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正
絶
」に
、い
ま
だ「
孤
嶼
」が
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
亂
流
趨
正
絶
」
で
、
語
り
手
の
目
線
は
、
川
面
の
水
流
に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
視
線
を
や
や
上
方
に
伸
ば
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
「
孤
嶼
」
が
目
に
入
る
。
下
句
の
「
孤
嶼
媚
中
川
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
焦
点
が
、
語
り
手
か
ら
「
孤
嶼
」
に
切
り
か
わ
る
。
上
句
で
「
正
絶
」
の
背
後
に
隠
れ
て
い
た
「
孤
嶼
」
が
、
意
外
性
を
伴
い
つ
つ
、
語
り
手
に
か
わ
っ
て
主
語
の
位
置
に
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
意
外
性
に
、「
正
絶
」の
テ
キ
ス
ト
で
読
む
何
焯
や
沈
徳
潜（
一
六
三
七
〜
一
七
六
九
）
は
気
づ
い
て
い
た
。
彼
ら
は
そ
れ
を
「
忽
」
の
語
で
表
す）25
（
。
何
焯
は
い
う
。
亂
流
趨
正
絶
二
句　
妙
在
上
句
一
頓
。
舟
行
兀
兀
、
忽
推
蓬
遠
眺
、
心
目
倶
曠
。（
後
三
句
の
訳
）
舟
は
ゆ
ら
ゆ
ら
行
き
、
ふ
と
苫とま
を
推
し
や
り
遠
く
を
眺
め
る
と
、
心
も
目
も
は
る
か
に
ひ
ろ
が
る
）
沈
徳
潜
は
い
う
。
亂
流
二
句
、
謂
截
流
而
渡
、
忽
得
孤
嶼
。
余
嘗
遊
金
焦
、
誦
此
二
句
、
愈
覚
其
妙
。（「
乱
流
」
二
句
は
、
流
れ
を
截た
っ
て
渡
る
と
、
ふ
い
に
孤
嶼
が
見
え
た
こ
と
を
い
う
。
む
か
し
金
山
や
焦
山
（
と
も
に
江
蘇
省
鎮
江
市
）
に
遊
ん
だ
と
き
、
こ
の
二
句
を
唱
え
て
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
い
っ
そ
う
実
感
し
た
）
上
句
「
亂
流
趨
正
絶
」
で
、語
り
手
は
水
渡
り
に
没
頭
し
て
い
る
。
そ
の
さ
な
か
に
「
孤
嶼
」
が
、
彼
の
意
識
の
外
か
ら
、
思
い
が
け
な
く
も
姿
を
あ
ら
わ
す
。
こ
う
し
た
意
外
性
を
帯
び
る
「
孤
嶼
」
は
、「
亂
流
趨
孤
嶼
、
孤
嶼
媚
中
川
」
と
い
う
文
字
の
並
び
か
ら
は
感
得
し
が
た
い
。
上
句
に
「
孤
嶼
」
が
示
さ
れ
、
語
り
手
が
す
で
に
「
孤
嶼
」
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
自
分
が
流
れ
を
乱わた
る
の
は
「
孤
嶼
」
に
趨
く
た
め
だ
と
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
「
孤
嶼
」
が
中
川
に
媚
う
る
わ
し
い
と
い
う
下
句
に
、
未
知
の
対
象
を
発
見
し
た
驚
き
は
含
ま
れ
な
い
。
既
知
の
対
象
の
描
出
と
な
る
。
六
　
謝
詩
の
語
構
成
の
破
格
じ
つ
は
「
亂
流
」
句
に
つ
い
て
は
、
斯
波
六
郎
氏
が
つ
と
に
「
い
ま
、
江
水
を
渡
り
、
流
れ
の
断
ち
切
れ
る
と
こ
ろ
に
行
く
と
」
と
訳
し
、「
正
絶
は
、
水
の
流
れ
を
た
ち
切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
島
」
と
解
説
し
て
い
る）26
（
。
小
稿
前
章
の
解
釈
と
同
様
で
あ
る
。
だ
が
氏
は
同
時
に
、「
た
だ
し
、
文
選
の
一
本
で
は
、
正
絶
を
孤
嶼
に
作
る
。
こ
の
方
が
す
な
お
で
あ
る
」
と
付
言
す
る
。
た
し
か
に
『
爾
雅
』
が
「
正
に
絶わた
る
」
意
と
す
る
「
正
絶
」
を
、「
趨
」
く
先
と
し
て
解
釈
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
、「
す
な
お
」
で
な
い
。
小
論
注
2
所
掲
の
『
景
印
宋
本
五
臣
集
注
文
選
』（
い
わ
ゆ
る
陳
八
郎
本
）
に
付
さ
れ
た
一
九
八
一
年
の
鄭
騫
「
跋
」
も
、
五
臣
注
本
の
正
文
が
李
善
注
本
よ
り
「
文
義
」
に
「
勝
」
る
例
と
し
て
、「
江
中
54
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
の
三
聯
目
を
挙
げ
る
。「
李
善
注
本
は
、
文
義
が
つ
か
え
て
通
じ
が
た
い
（
善
注
本
文
義
杆
格
難
通
）」
が
、
五
臣
注
本
の
正
文
は
「
字
句
が
滑
ら
か
で
す
な
お
な
の
で
（
李
善
注
本
で
通
じ
が
た
い
所
が
）
さ
ら
り
と
氷
解
す
る
（
文
從
字
順
、
渙
然
冰
釋
矣
）」
と
い
う
。
し
か
し
謝
詩
は
そ
も
そ
も
、「
す
な
お
」
で
「
文
從
字
順
」
だ
っ
た
か
。
吴
冠
文
・
陈
文
彬
『
庙
堂
与
山
林
之
间
；
谢
灵
运
的
心
路
历
程
与
诗
歌
创
作
』
は
、
謝
霊
運
の
詩
語
の
新
奇
な
用
例
（「
新
颖
用
法
」）
と
し
て
、
名
詞
を
動
詞
化
・
形
容
詞
化
し
た
例
、
動
詞
を
名
詞
化
し
た
例
、
形
容
詞
を
動
詞
化
し
た
例
、
形
容
詞
を
名
詞
化
し
た
例
、
多
く
の
情
報
を
詰
め
た
圧
縮
語
や
省
略
語
の
例
を
挙
げ
て
い
る）27
（
。
そ
の
中
の
動
詞
を
名
詞
化
し
た
二
例
は
、「
晨
に
策つえつ
き
て
絶
壁
を
尋
ね
、
夕
べ
に
息いこ
い
て
山
棲
に
在
り
（
晨
策
尋
絶
壁
、夕
息
在
山
棲
）」（「
登
石
門
最
高
頂
」『
文
選
』
巻
二
十
二
）
の
「
棲
」
字
、
及
び
「
羈たび
の
心
は
秋
晨
に
積
み
、
晨
に
積
む
は
游
眺
を
展
ば
す
（
羈
心
積
秋
晨
、
晨
積
展
游
眺
）」（「
七
里
瀬
」　
同
巻
二
十
六
）
の
二
句
目
の
「
積
」
字
で
あ
る
と
い
う
。
形
容
詞
を
名
詞
化
し
た
七
例
は
、「
清
き
を
渉
り
て
漪さざ
な
み漣
を
弄
ぶ（
渉
清
弄
漪
漣
）」（「
發
歸
瀬
三
瀑
布
望
兩
溪
」『
古
詩
紀
』
巻
四
十
八
）
の
「
清
」、「
澗
を
過
ぎ
て
既
に
急
な
る
を
厲わた
り
、
桟
に
登
り
て
亦
た
緬
か
な
る
を
凌
ぐ（
過
澗
既
厲
急
、登
棧
亦
凌
緬
）」
（「
從
斤
竹
澗
越
嶺
溪
行
」『
文
選
』
巻
二
十
二
）
の
「
急
」
と
「
緬
」、
「
流
れ
を
遡
り
て
驚
急
に
触
れ
（
遡
流
觸
驚
急
）」（「
富
春
渚
」　
同
巻
二
十
六
）
の
「
驚
」
と
「
急
」、
さ
ら
に
「
目
を
極
め
て
左
の
闊ひろ
き
を
睞み
、
廻
顧
し
て
右
の
狭
き
を
眺
む
（
極
目
睞
左
闊
、
廻
顧
眺
右
狹
）」（「
登
上
戍
石
鼓
山
」『
古
詩
紀
』
巻
四
十
七
）
の
「
闊
」
と
「
狹
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
の
「
流
れ
を
乱
り
て
正
絶
に
趨
く
」
も
、『
爾
雅
』
で
は
動
詞
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
正
絶
」
が
、
名
詞
化
さ
れ
た
例
と
考
え
う
る
。
と
は
い
え
、
難
点
が
一
つ
あ
る
。
吴
・
陈
両
氏
は
、
所
掲
の
語
に
対
す
る
李
善
注
や
五
臣
注
、
さ
ら
に
謝
詩
を
始
め
と
す
る
他
作
品
の
用
例
を
提
示
し
、
考
証
を
重
ね
た
上
で
各
語
の
品
詞
を
定
め
て
い
る
の
だ
が
、
品
詞
概
念
の
無
か
っ
た
当
時
の
語
に
、
品
詞
を
当
て
は
め
る
こ
と
に
は
、
や
や
躊
躇
を
覚
え
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
一
文
の
構
造
上
そ
の
語
が
他
の
語
と
い
か
な
る
関
係
を
結
ん
で
い
る
か
、
す
な
わ
ち
、
語
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
文
の
レ
ベ
ル
で
考
え
た
ほ
う
が
、
た
と
え
結
果
は
同
じ
で
も
、
当
時
の
実
情
に
よ
り
即
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
当
時
の
実
情
と
は
、
後
漢
以
来
対
偶
化
が
進
み
、
陸
機
（
二
六
一
〜
三
〇
三
）
に
お
い
て
魏
晋
期
の
頂
点
を
む
か
え
、
謝
霊
運
が
そ
れ
を
さ
ら
に
凌
駕
し
た
と
い
う
趨
勢
で
あ
る）28
（
。
当
時
は
も
と
よ
り
、
主
語
、
述
語
、
客
語
、
連
体
修
飾
語
、
連
用
修
飾
語
と
い
う
術
語
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
文
中
の
各
語
が
相
互
に
い
か
な
る
関
係
を
取
り
結
び
、
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
と
い
う
認
識
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が
な
け
れ
ば
、
あ
る
句
と
次
の
句
、
あ
る
聯
と
次
の
聯
を
対
偶
に
整
え
る
こ
と
は
、
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
一
文
の
構
造
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
謝
詩
に
は
、
李
善
の
示
す
出
典
で
述
語
と
し
て
機
能
し
て
い
る
語
が
、
客
語
に
変
え
ら
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
語
に
傍
線
を
付
し
て
以
下
に
示
す
。
構
造
を
見
易
く
す
る
た
め
、
現
代
語
訳
で
は
な
く
訓
読
を
付
す
。
1
． 
秦
趙
欣
來
蘇
、
燕
魏
遅
文
軌
。
秦
・
趙
は
来
蘇
を
欣
び
、
燕
・
魏
は
文
・
軌
の
お
な
じ
き
を
遅ま
つ
。（「
述
祖
德
」
二
首
其
二
『
文
選
』
巻
十
九
）
　
 　
李
善
は
「
尚
書
」
の
「
予わ
が
后きみ
を
俟ま
つ
。
后
の
来
ら
ば
其
れ
蘇
ら
ん
」
を
引
く
。『
尚
書
』「
仲
虺
之
誥
」
に
、
湯
王
の
遠
征
を
慶
ぶ
民
の
言
葉
と
し
て
登
場
す
る
。
出
典
の
『
尚
書
』
で
は
「
来
」
も
「
蘇
」
も
述
語
だ
が
、
謝
詩
で
は
「
来
蘇
を
欣
ぶ
」
と
「
欣
」
の
客
語
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
2
． 
請
附
任
公
言
、
終
然
謝
夭
伐
。
請
う
ら
く
は
任
公
の
言
に
附
き
、
終つ
然い
に
夭
伐
を
謝さ
ら
ん
こ
と
を
。（「
遊
赤
石
進
帆
舟
」　
同
巻
二
十
二
）
　
 　
李
善
は
「
莊
子
」
を
引
く
。「
太
公
任
」
が
孔
子
に
、「
直
き
木
は
先
に
伐
ら
れ
、
甘
き
井
は
先
に
竭つ
く
」（
外
篇
「
山
木
」）
と
忠
告
し
た
故
事
で
あ
る
。『
荘
子
』
で
「
先
伐
」
は
述
語
に
配
さ
れ
る
が
、
謝
詩
で
は
そ
の
変
型
で
あ
る
「
夭
伐
」
が
、「
夭
伐
を
謝
る
」
と
「
謝
」
の
客
語
に
な
っ
て
い
る
。
3
． 
或
可
優
貪
競
、
豈
足
稱
達
生
。
或
い
は
貪
競
よ
り
優
る
べ
き
も
、
豈
に
達
生
と
称
す
る
に
足
ら
ん
や
。（「
初
去
郡
」　
同
巻
二
十
六
）
　
 　
李
善
は
「
楚
辭
」
の
「
皆
な
競
い
進
み
以
て
貪どん
ら
ん婪
な
り
」
を
引
く
。「
離
騒
」
の
句
で
、
王
逸
（
二
世
紀
前
半
）
が
「
競
と
は
並
ぶ
な
り
。
財
を
愛
す
る
は
貪
と
曰
い
、
食
を
愛
す
る
は
婪
と
曰
う
」
と
付
注
し
て
い
る
。「
貪
」
も
「
競
」
も
、「
離
騒
」
で
は
述
語
だ
が
、
謝
詩
で
は
「
優
」
の
客
語
に
配
さ
れ
る
。
4
． 
負
心
二
十
載
、
於
今
廢
將
迎
。
心
に
負そむ
く
こ
と
二
十
載
、
今 
に
将
迎
を
廃
す
。（
同
右
）
　
 　
李
善
は
「
文
子
」
の
「
聖
人
は
鏡
の
如
く
、将おく
ら
ず
迎
え
ず
」
と
、「
爾
雅
」
の
「
将
と
は
送
る
な
り
」
を
引
く
。「
文
子
」
で
は
「
將
」「
迎
」
が
述
語
で
あ
る
が
、
謝
詩
で
は
「
廢
」
の
客
語
で
あ
る
。
5
． 
卽
事
怨
睽
攜
、感
物
方
悽
戚
。
事
に
即
き
て
は
睽けい
攜けい
を
怨
み
、
物
に
感
じ
て
は
方
に
悽せい
戚せき
た
り
。（「
南
樓
中
望
所
遲
客
」『
文
選
』
巻
三
十
）
　
 　
李
善
は
「
易
」
の
「
睽
と
は
乖
る
な
り
」
と
、「
賈
誼
国
語
注
」
の
「
携
と
は
離
る
る
な
り
」
を
引
く
。『
易
』
序
卦
伝
が
、
六
十
四
卦
の
配
列
を
説
い
て
、「
家
人
」
卦
の
あ
と
に
「
睽
」
卦
が
、
そ
の
あ
と
に
「
蹇
」
卦
が
来
る
ゆ
え
ん
を
、次
の
よ
う
に
記
す
。
「
家
道
の
窮
ま
れ
ば
必
ず
乖
る
。
故
に
之
れ
を
受
く
る
に
睽
を
56
以
て
す
。
睽
と
は
乖
る
な
り
。
乖
れ
ば
必
ず
難
有
り
。
故
に
之
れ
を
受
く
る
に
蹇
を
以
て
す
」。
賈
誼
（
紀
元
前
二
世
紀
前
半
）
『
国
語
注
』
は
佚
し
た
が
、韋
昭
（
三
世
紀
）
が
『
国
語
』
に
「
携
と
は
離
る
る
な
り
」
と
付
注
し
た
七
例
の
う
ち
の
一
例
を
見
る
と
、「
周
語
上
」
の
本
文
に
「
国
の
将
に
亡
び
ん
と
す
る
や
、
…
其
の
刑
は
矯ま
げ
誣し
い
ら
れ
、百
姓
は
携
貳
す
」、韋
昭
注
に「
携
と
は
離
る
る
、貳
と
は
二
心
な
り
」
と
あ
る
。『
易
』
の
「
睽
」、
『
国
語
』
の
「
攜
」
と
も
に
述
語
だ
が
、
謝
詩
で
は
「
睽
攜
」
と
い
う
畳
韻
語
と
し
て
、双
声
語
の「
悽
戚
」に
対
し
つ
つ）29
（
、「
怨
」
の
客
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
6
． 
延
州
協
心
許
、
楚
老
惜
蘭
芳
。
延
州
は
心
許
に
協かな
い
、
楚
老
は
蘭
の
芳
り
を
惜
し
む
。（「
廬
陵
王
墓
下
作
」同
巻
二
十
三
）
　
 　
李
善
は
「
新
序
」
の
「
延
陵
季
子
」（「
延
州
」）
の
故
事
を
引
く
。
晋
へ
の
使
者
と
な
っ
た
季
子
が
、徐
の
国
に
立
ち
寄
り
、
徐
君
が
季
子
の
宝
剣
に
惹
か
れ
て
い
る
こ
と
を
察
し
た
が
、
大
国
を
訪
う
の
で
献
上
で
き
ず
、
し
か
し
「
心
に
之
れ
を
許
せ
り
（
心
許
之
矣
）」。
使
者
の
任
を
果
た
し
た
帰
途
、
徐
君
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
季
子
は
徐
君
の
墓
の
樹
に
、
宝
剣
を
帯
び
さ
せ
て
去
っ
た
と
い
う
。「
新
序
」
で
「
心
許
」
は
季
子
を
主
語
と
す
る
述
語
だ
が
、
謝
詩
で
は
「
協
」
の
客
語
に
な
っ
て
い
る
。
7
． 
急
絃
動
飛
聽
、清
歌
拂
梁
塵
。
急
な
る
絃
は
飛
聴
を
動
か
し
、
清
き
歌
は
梁
の
塵
を
払
う
。（「
擬
魏
太
子
鄴
中
集
詩
」
八
首
其
一　
同
巻
三
十
）
　
 　
李
善
は
「
抱
朴
子
」
の
「
瓠
巴
の
琴
を
操
れ
ば
、
翔
る
禽
も
之
れ
が
為
め
に
下
り
聴
く
（
瓠
巴
操
琴
、
翔
禽
爲
之
下
聽
）」
を
引
く
。「
抱
朴
子
」
の
「
聽
」
は
「
翔
禽
」
を
主
語
と
す
る
述
語
だ
が
、
謝
詩
で
は
「
動
」
の
客
語
で
あ
る
。
加
え
て
謝
詩
の
「
飛
」
は
、「
抱
朴
子
」
の
「
翔
禽
」
に
当
た
る
。
よ
っ
て
「
飛
聽
」
は
、「
聽
」
が
述
語
な
ら
「
飛
」
は
そ
の
主
語
、「
聽
」
が
客
語
と
な
っ
て
体
言
化
し
て
い
る
な
ら
「
飛
」
は
そ
の
連
体
修
飾
語
と
な
る
。「
飛
聽
」
は
「
飛
ぶ
」
モ
ノ
の
「
聴
く
」
コ
ト
と
い
う
構
造
で
あ
り
、
そ
れ
で
対
句
の
「
梁
の
塵
」
に
つ
り
あ
う
。
詩
中
の
「
飛
」
も
、
先
述
し
た
吴
・
陈
両
氏
の
い
う
「
新
颖
用
法
」
と
み
な
せ
よ
う
。
以
上
は
、
李
善
所
引
の
典
故
の
述
語
が
、
謝
詩
で
は
客
語
化
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
典
故
を
特
定
で
き
な
く
と
も
、
述
語
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
の
多
い
語
が
、
謝
詩
で
は
客
語
化
し
て
い
る
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
以
下
に
掲
げ
る
。
8
． 
山
行
窮
登
頓
、
水
渉
盡
洄
沿
。
山
行ある
き
は
登
頓
を
窮
め
、
水
渉
り
は
洄
沿
を
尽
く
す
。（「
過
始
寧
墅
」
同
巻
二
十
六
）
9
． 
定
山
緬
霧
雲
、
赤
亭
無
淹
薄
。
定
山
は
霧
雲
緬はる
か
に
、
赤
亭
に
淹とど
ま
る薄
無
し
。（「
富
春
渚
」
同
巻
二
十
六
）
10
． 
遡
流
觸
驚
急
、臨
圻
阻
參
錯
。
流
れ
を
遡
り
て
驚
急
に
触
れ
、
57 「乱流趨正絶」と「乱流趨孤嶼」（佐竹）
圻きし
に
臨
み
て
參
錯
に
阻
ま
る
。（
同
右
）
11
． 
汨
汨
莫
與
娯
、
發
春
托
登
躡
。
汨
汨
と
し
て
与とも
に
娯
し
む
莫
く
、
発はつ
は
る春
に
登
躡
に
托
す
。（「
登
上
戍
石
鼓
山
」『
古
詩
紀
』
巻
四
十
七
）
12
． 
蘋
萍
泛
沈
深
、
菰
蒲
冒
清
淺
。
蘋
萍
は
沈
深
に
泛
か
び
、
菰
蒲
は
清
浅
を
冒おお
う
。（「
從
斤
竹
澗
越
嶺
溪
行
」『
文
選
』
巻
二
十
二
）
13
． 
金
膏
滅
明
光
、
水
碧
輟
流
温
。
金
膏
は
明
光
を
滅
し
、
水
碧
は
流
温
を
輟や
む
。（「
入
彭
蠡
湖
口
作
」
同
巻
二
十
六
）
14
． 
羽
人
絶
髣
髴
、
丹
丘
徒
空
筌
。
羽
人
は
髣
髴
を
絶た
ち
、
丹
丘
は
徒た
だ
空
筌
た
る
の
み
。（「
入
華
子
岡
是
麻
源
第
三
谷
」
同
巻
二
十
六
）
15
． 
羈
心
積
秋
晨
、
晨
積
展
游
眺
。
羈たび
の
心
は
秋
晨
に
積
み
、
晨
に
積
む
は
游
眺
を
展の
ば
す
。（「
七
里
瀬
」
同
巻
二
十
六
）
16
． 
薄
霄
愧
雲
浮
、棲
川
怍
淵
沈
。
空
に
薄せま
り
て
は
雲
浮
に
愧は
じ
、
川
に
棲
み
て
は
淵
沈
に
怍は
ず
。（「
登
池
上
樓
」同
巻
二
十
二
）
17
． 
伊
余
秉
微
尚
、
拙
訥
謝
浮
名
。
伊こ
れ
余われ
は
微
尚
を
秉と
り
、
拙せつ
訥とつ
（
つ
た
な
く
訥
弁
）
に
し
て
浮
名
を
謝
す
。（「
初
去
郡
」
同
巻
二
十
六
）
最
後
の
二
例
に
注
目
し
た
い
。
16
の
「
雲
浮
」
と
「
淵
沈
」
は
、
前
掲
し
た
7
の
「
飛
聴
」
以
上
に「
新
颖
用
法
」と
見
ら
れ
る
。
李
善
注
に
拠
れ
ば
、「
雲
浮
」は「
雲
」
を
指
さ
な
い
し
、「
淵
沈
」
も
「
淵
」
を
指
さ
な
い
。
16
の
前
聯
に
「
潜
め
る
虬
は
幽ひそ
や
か
な
姿
を
媚うるわし
く
し
、
飛
ぶ
鴻
は
遠
き
音
を
響
か
す
（
潛
虬
媚
幽
姿
、飛
鴻
響
遠
音
）」
と
あ
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、「
雲
浮
」
は
「
飛
鴻
」
を
、「
淵
沈
」
は
「
潛
虬
」
を
指
す
。
李
善
注
に
「
今 
己
れ
は
俗
網
に
嬰
る
、
故
に
虬
鴻
に
愧
ず
る
有
る
な
り
（
今
己
嬰
俗
網
、
故
有
愧
虬
鴻
也
）」
と
あ
り
、
李
善
は
、
詩
の
「
愧
」「
怍
」
の
主
語
を
「
己
れ
」、そ
の
客
語
を
「
虬
」「
鴻
」
と
解
す
。「
淵
沈
」「
雲
浮
」
は
、「
虬
」「
鴻
」
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
李
善
は
「
淮
南
子
」
の
「
蛟
竜
は
水
に
居
り
（
蛟
龍
水
居
）」
と
「
鳥
は
雲
に
飛
ぶ
（
鳥
飛
於
雲
）」
を
引
く
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
水
に
居
る
」
す
な
わ
ち
「
淵
沈
」
が
、「
蛟
龍
」
す
な
わ
ち
「
虬
」
で
あ
り
、「
雲
に
飛
ぶ
」
す
な
わ
ち
「
雲
浮
」
が
、「
鳥
」
す
な
わ
ち
「
鴻
」
で
あ
る
こ
と
を
、
重
ね
て
示
す
。
詩
の
「
雲
浮
」「
淵
沈
」
は
、一
見
主
述
文
の
よ
う
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。「
雲
に
浮
か
ぶ
」
モ
ノ
、「
淵
に
沈
む
」
モ
ノ
の
意
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
「
愧
」「
怍
」
の
客
語
に
な
る
と
読
み
取
ら
れ
て
い
る
。
17
「
伊
れ
余 
微
尚
を
秉
り
」
は
ど
う
か
。「
微
尚
」
に
李
善
は
付
注
せ
ず
、
典
故
を
踏
ま
え
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
五
臣
は
、
張
銑
が
「
秉
は
持
、
微
は
小
、
浮
は
過
な
り
。
惟た
だ
我
れ
は
此
の
小ささや
か
に
山
水
を
尚とうと
ぶ
の
節せつ
を
持
す
（
惟
我
持
此
小
尚
山
水
之
節
）」
と
記
す
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
「
尚
」
は
「
山
水
」
を
客
語
と
す
る
述
語
で
あ
り
、「
微
」（
小
）
は
そ
の
連
用
修
飾
語
で
あ
る
。
一
句
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全
体
の
述
語
で
あ
る
「
秉
」（
持
）
の
客
語
は
「
此
小
尚
山
水
之
節
」
な
の
で
あ
り
、
謝
詩
は
「
此
」
も
「
山
水
」
も
「
節
」
も
省
き
、「
此
〜
節
」
の
七
字
を
「
微
尚
」
に
縮
め
た
、
と
張
銑
は
読
み
取
っ
て
い
る
。
か
く
て
、
本
来
述
語
で
あ
っ
た
「
微
尚
」
が
、「
秉
」
の
客
語
と
な
る
。「
微
尚
」
は
「
微
か
に
尚
ぶ
」
コ
ト
で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
2
と
16
と
17
に
再
度
着
目
し
た
い
。
2
．
終
然
謝
夭
伐
。
16
．
薄
霄
愧
雲
浮
、
棲
川
怍
淵
沈
。
17
．
伊
余
秉
微
尚
、
先
述
し
た
よ
う
に
2
と
16
と
17
で
は
、
本
来
述
語
だ
っ
た
「
伐
」、
「
浮
」、「
沈
」、「
尚
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
謝
」、「
愧
」、「
怍
」、「
秉
」
の
客
語
に
変
え
ら
れ
て
い
た
。「
夭
伐
」、「
雲
浮
」、「
淵
沈
」、「
微
尚
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
夭わか
く
し
て
伐
ら
る
る
」
コ
ト
、「
雲
に
浮
か
ぶ
」
モ
ノ
、
「
淵
に
沈
む
」モ
ノ
、「
微
か
に
尚
ぶ
」コ
ト
と
解
さ
れ
た
。「
夭
」、「
雲
」、
「
淵
」、「
微
」
は
、「
伐
」、「
浮
」、「
沈
」、「
尚
」
を
修
飾
し
て
い
た
。
そ
う
と
す
れ
ば
こ
の
構
造
は
、「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
の
、
李
善
注
系
『
文
選
』
に
見
え
る
五
句
目
に
似
て
い
な
い
か
。
亂
流
趨
正
絶
、
李
善
が
「
正
絶
」
の
典
故
と
し
て
引
い
た
「
爾
雅
」
に
は
、「
水
の
正
に
流
れ
を
絶
る
は
乱
と
曰
う
（
水
正
絶
流
曰
亂
）」
と
あ
っ
た
。
「
爾
雅
」
の
「
水
正
絶
流
」
に
お
い
て
、「
絶
」
は
述
語
で
あ
り
、「
正
」
は
「
絶
」
を
修
飾
し
て
い
る
。
謝
詩
は
、「
絶
」
の
客
語
で
あ
る
「
流
」
を
省
き
、「
正
絶
」
を
「
趨
」
の
客
語
と
す
る
。
か
く
て
「
正
絶
」
は
、
前
掲
の
「
微
尚
」
す
な
わ
ち
「
微
か
に
尚
ぶ
」
コ
ト
等
と
同
様
に
、「
正
に
絶
ち
き
る
」
ト
コ
ロ
と
な
る
。
李
善
注
系
『
文
選
』
の
「
亂
流
趨
正
絶
」
を
受
け
い
れ
た
読
み
手
た
ち
は
、
そ
の
意
識
の
底
に
、
前
掲
の
1
か
ら
17
ま
で
の
よ
う
な
詩
句
を
、
沈
殿
さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
吴
・
陈
両
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
新
颖
用
法
」
を
し
ば
し
ば
織
り
込
む
謝
詩
で
あ
れ
ば
、「
趨
正
絶
」
す
な
わ
ち
正
に
絶
ち
き
る
ト
コ
ロ
に
趨
く
と
い
う
、
破
格
で
難
解
な
語
構
成
も
あ
り
う
る
と
、
彼
ら
は
感
じ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
亂
流
趨
正
絶
」
の
破
格
と
難
解
に
比
べ
、
下
句
「
孤
嶼
媚
中
川
」
と
次
聯
「
雲
日
相
輝
映
、
空
水
共
澄
鮮
」
は
、
平
明
で
「
す
な
お
」
で
あ
る
。「
正
絶
に
趨
く
」
語
り
手
か
ら
、「
孤
嶼
」
に
焦
点
が
移
っ
た
瞬
間
に
、
平
明
で
優
美
な
句
が
現
れ
る
。「
亂
流
趨
正
絶
」
の
破
格
な
難
解
が
、
続
く
三
句
の
優
美
な
澄
明
を
、
一
層
際
だ
た
せ
ひ
き
た
て
て
い
る
効
果
を
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
七
　「
截
流
而
度
」
と
「
趨
正
絶
」
正
絶
派
が
「
趨
正
絶
」
を
推
す
ゆ
え
ん
が
、
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
。前
掲
し
た
沈
徳
潜
が
「
截
流
而
渡
」
と
引
用
し
て
い
た
よ
う
に
、
「
絶
」
字
と
「
截
」
字
の
意
味
と
音
の
共
通
性
が
、「
截
流
而
度
」
を
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連
想
さ
せ
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
「
截
流
而
度
」
は
、
謝
霊
運
が
南
本
涅
槃
経
の
改
訳
に
用
い
た
と
さ
れ
る
。
現
行
の
南
本
涅
槃
経
で
は
、そ
の
巻
二
十
一
「
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
之
三
」
に
あ
る
次
の
物
語
に
、「
截
流
而
去
」
と
い
う
形
で
登
場
す
る）30
（
。
数
多
の
危
難
に
襲
わ
れ
た
男
が
、そ
こ
か
ら
逃
げ
だ
そ
う
と
し
て
、
急
流
に
阻
ま
れ
る
。
船
は
な
く
、
種
々
の
草
木
を
集
め
て
イ
カ
ダ
を
作
り
、
そ
れ
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
手
足
を
動
か
し
、
や
っ
と
の
こ
と
で
向
こ
う
岸
に
到
達
す
る
。
即
推
草
栰
、
置
之
水
中
、
身
倚
其
上
。
運
手
動
足
、
截
流
而
去
。
既
達
彼
岸
、
安
隱
無
患
、
心
意
泰
然
、
恐
怖
消
除
。（
す
ぐ
に
草
の
イ
カ
ダ
を
推
し
、
水
に
浮
か
べ
て
、
身
を
そ
の
上
に
ゆ
だ
ね
た
。
手
足
を
動
か
し
、
流
れ
を
截た
っ
て
い
っ
た
。
向
こ
う
岸
に
着
く
と
、
ほ
っ
と
し
て
、
心
が
落
ち
つ
き
、
恐
れ
が
消
え
た
）
右
の
く
だ
り
の
後
文
に
拠
れ
ば
、急
流
は「
煩
悩
」、イ
カ
ダ
は「
戒
・
定
・
慧
・
解
脱
・
解
脱
知
見
・
六
波
羅
蜜
・
三
十
七
品
」
を
修
め
る
こ
と
、
向
こ
う
岸
は
「
常
樂
涅
槃
」
で
あ
る
と
い
う）31
（
。
「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
の
読
み
手
が
、「
截
」
に
通
じ
る
「
絶
」
を
介
し
て
、
涅
槃
経
の
こ
の
物
語
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
当
然
該
詩
に
重
ね
合
わ
せ
よ
う
。
詩
の
前
半
に
綴
ら
れ
る
空
間
の
踏
破
と
時
間
の
蕩
尽
は
、
語
り
手
が
救
い
を
求
め
る
必
死
の
動
き
で
あ
り
、
ふ
い
に
目
に
入
る
「
孤
嶼
」
は
「
常
樂
涅
槃
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
読
み
に
魅
力
を
感
じ
る
読
み
手
が
、「
正
絶
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
を
閑
却
す
る
こ
と
は
、
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
八
　
む
す
び
に
代
え
て
│
│
古
典
文
学
の
読
み
小
稿
は
、『
文
選
』
所
収
謝
霊
運
「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
詩
の
三
聯
目
上
句
に
お
け
る
異
文
「
亂
流
趨
正
絶
」
と
「
亂
流
趨
孤
嶼
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
た
だ
し
、
異
文
の
ど
ち
ら
が
謝
詩
の
原
文
に
近
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
で
は
な
い
。
唐
代
の
写
本
の
頃
す
で
に
両
様
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
原
文
に
近
い
か
と
い
う
判
定
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
で
あ
れ
ば
い
か
な
る
差
異
が
生
じ
、
い
か
な
る
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
、
詩
全
体
が
い
か
に
読
み
解
か
れ
る
か
、
に
焦
点
を
当
て
た
（
以
上
、
小
稿
第
一
章
）。「
亂
流
趨
孤
嶼
」
で
あ
れ
ば
、
下
句
が
「
孤
嶼
媚
中
川
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
聯
は
、『
詩
経
』
以
来
の
「
下
句
に
上
字
を
重
ね
」
る
、
い
わ
ゆ
る
頂
真
格
の
技
法
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
下
句
に
上
字
を
重
ね
」
る
と
、
両
句
間
の
緊
密
化
・
連
続
化
が
強
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
技
法
は
、
異
聯
間
で
は
多
用
さ
れ
る
が
、
す
で
に
ま
と
ま
り
を
な
す
同
聯
内
で
用
い
る
例
は
、
少
な
い
。
初
聯
で
は
な
い
途
中
の
聯
で
同
じ
二
字
を
重
ね
る
例
は
、
現
存
詩
で
は
、
謝
詩
ま
で
の
間
に
三
篇
ほ
ど
し
か
見
当
た
ら
な
い
。そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
長
篇
か
中
篇
で
、
二
字
を
重
ね
る
聯
と
そ
れ
以
後
の
聯
と
の
間
に
、
場
面
転
換
が
起
き
て
い
る
（
第
二
章
）。
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「
江
中
の
孤
嶼
に
登
る
」
は
全
七
聯
で
、
謝
詩
の
中
で
も
短
篇
に
属
す
。
そ
し
て
く
だ
ん
の
第
三
聯
「
亂
流
趨
孤
嶼
（
正
絶
）、
孤
嶼
媚
中
川
」
以
外
の
六
聯
が
、
す
べ
て
対
偶
を
な
す
。「
孤
嶼
」
で
あ
れ
「
正
絶
」
で
あ
れ
、
全
七
聯
で
「
亂
流
」
聯
の
み
が
非
対
の
聯
な
の
で
あ
る
（
第
三
章
）。
ま
た
、
非
対
の
第
三
聯
の
上
句
は
、
こ
れ
に
先
だ
つ
第
一
・
第
二
聯
と
と
も
に
、
叙
述
の
焦
点
が
語
り
手
に
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、第
三
聯
下
句
「
孤
嶼　
中
川
に
媚うるわし
」
以
降
は
、
焦
点
が
「
孤
嶼
」
に
切
り
か
わ
る
。
そ
の
切
り
か
わ
り
が
、
聯
と
聯
と
の
間
で
は
な
く
、第
三
聯
の
た
だ
中
で
お
こ
っ
て
い
る（
第
四
章
）。
そ
れ
を
、清
代
の
何
焯
は
「
妙
は
上
句
の
一
頓
に
在
り
」
と
評
し
た
。
何
焯
や
沈
徳
潜
は
、
第
三
聯
上
句
を
「
亂
流
趨
正
絶
」
で
読
ん
で
い
る
。
下
句
に
は
じ
め
て
現
れ
る
「
孤
嶼
」
の
意
外
性
を
、
何
焯
ら
は
「
忽
」
と
い
う
語
で
表
現
し
て
い
る
（
第
五
章
）。
し
か
し
、何
焯
ら
の
よ
う
に
読
む
と
、「
趨
正
絶
」
が
読
み
に
く
い
。
斯
波
六
郎
氏
は
「
趨
正
絶
」
で
一
旦
は
読
み
な
が
ら
も
、「
趨
孤
嶼
」
の
ほ
う
が
「
す
な
お
で
あ
る
」
と
付
言
す
る
。
鄧
騫
氏
は
「
趨
孤
嶼
」
の
ほ
う
が
「
文
從
字
順
」
と
す
る
。
だ
が
、
謝
詩
は
「
す
な
お
」
な
詩
だ
っ
た
か
。
謝
詩
に
は
、
李
善
所
引
の
典
故
で
は
述
語
で
あ
る
語
が
、
詩
で
は
他
の
述
語
の
客
語
に
変
え
ら
れ
て
い
る
例
が
、
七
例
見
い
だ
さ
れ
る
。
ほ
か
に
も
、
述
語
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
の
多
い
語
が
、客
語
化
し
て
い
る
例
が
十
例
は
あ
る
。「
正
絶
」
も
、典
故
の
『
爾
雅
』
で
は
述
語
だ
が
、
謝
詩
で
は
「
趨
」
の
客
語
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
謝
詩
に
は
ご
つ
ご
つ
と
、破
格
で
晦
渋
な
句
が
多
く
、決
し
て
「
文
從
字
順
」
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
該
詩
の
第
三
聯
下
句
「
孤
嶼
媚
中
川
」
以
降
は
、
平
明
で
「
す
な
お
」
な
語
が
連
ね
ら
れ
る
。
謝
詩
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
、透
き
と
お
っ
た
澄
明
さ
が
あ
ら
わ
れ
る
。
第
三
聯
上
句
の
破
格
な
晦
渋
が
、
下
句
以
降
の
澄
明
を
際
だ
た
せ
て
い
る
（
第
六
章
）。
加
え
て
「
趨
正
絶
」
は
、「
絶
」
字
と
「
截
」
字
の
音
義
の
類
似
か
ら
、
沈
徳
潜
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
謝
霊
運
が
改
訳
し
た
南
本
涅
槃
経
の
一
節
を
想
起
さ
せ
る
。
危
機
に
あ
る
男
が
、
「
煩
悩
」
の
急
流
を
、「
戒
・
定
・
慧
」
等
の
修
行
の
イ
カ
ダ
で
、「
常
楽
涅
槃
」
の
向
こ
う
岸
に
渡
る
物
語
で
あ
る
。「
亂
流
趨
正
絶
」
の
読
み
手
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
沈
徳
潜
の
よ
う
に
、
こ
の
詩
に
涅
槃
経
の
一
節
を
重
ね
て
い
た
と
推
量
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
豊
か
な
読
み
を
開
く
「
趨
正
絶
」
を
、
読
み
手
の
多
く
が
手
放
し
が
た
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
（
第
七
章
）。
古
典
中
国
の
テ
キ
ス
ト
は
、
あ
れ
か
こ
れ
か
の
二
者
択
一
で
決
せ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
、
お
そ
ら
く
な
い
。
と
り
わ
け
文
学
が
、
読
み
手
の
参
入
を
須
っ
て
は
じ
め
て
成
り
た
つ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
多
く
の
人
々
が
読
ん
で
き
た
異
文
を
切
り
す
て
ず
に
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
と
い
う
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
御
批
正
を
お
願
い
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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注
（
1
）　
足
利
学
校
蔵
明
州
刊
本
（
人
民
文
学
出
版
社
影
印　
二
〇
〇
八
）、
『
奎
章
閣
所
藏
六
臣
注
本
文
選
』（
다
운
샘
影
印　
一
九
九
六
再
版　
一
九
八
三
初
版
）
に
拠
る
。
尤
袤
本
李
善
注
『
文
選
』（
石
門
図
書
有
限
公
司
影
印　
一
九
七
六
）
に
は
「
唐
李
崇
賢
上
文
選
注
表
」
の
末
尾
に
「
顯
慶
三
年
九
月 
日 
上
表
」
と
あ
る
。
謝
霊
運
詩
に
つ
い
て
は
、
上
記
二
本
の
ほ
か
、
黄
節
『
謝
康
樂
詩
注
』（
人
民
文
学
出
版
社　
一
九
五
八
）、
顧
紹
柏
『
謝
霊
運
集
校
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社　
一
九
八
七
）
等
を
参
照
し
た
。
な
お
李
善
注
系
本
で
は
、
該
詩
三
句
目
の
「
新
」
字
を
「
雜
」
に
作
る
が
、
形
の
類
似
に
よ
る
訛
字
と
見
る
先
行
研
究
群
に
従
う
。
（
2
）　
前
注
所
掲
の
足
利
学
校
蔵
明
州
刊
本
と
『
奎
章
閣
所
藏
六
臣
注
本
文
選
』、
お
よ
び
『
景
印
宋
本
五
臣
集
注
文
選
』（
宋
紹
興
辛
巳
建
陽
陳
八
郎
崇
化
書
房
刊
本
影
印
本
。
國
立
中
央
圖
書
館　
一
九
八
一
）
に
拠
る
。
（
3
）　
『
藝
文
類
聚
』
は
影
宋
刊
本
（
中
華
書
局
影
印　
一
九
五
九
）
に
拠
る
。
ほ
か
『
尚
書
』『
詩
経
』『
爾
雅
』
等
の
十
三
経
は
、
四
部
叢
刊
本
と
『
重
栞
宋
本
十
三
経
注
疏　
附
校
勘
記
』（
藝
文
印
書
館　
一
九
七
六
第
六
版
）
に
拠
り
、『
玉
臺
新
詠
』
は
呉
兆
宜
注
・
程
琰
刪
補
・
穆
克
宏
点
校
『
玉
台
新
詠
箋
注
』
中
華
書
局　
一
九
八
五
）
に
拠
り
つ
つ
明
小
宛
堂
覆
宋
本
『
玉
臺
新
詠
』
影
印
版
（
人
民
文
学
出
版
社　
二
〇
一
〇
）
を
参
照
し
、『
古
詩
紀
』
は
興
膳
宏
他
編
『
嘉
靖
本
古
詩
紀
』（
汲
古
書
院
影
印　
二
〇
〇
五
）
に
拠
り
、
そ
の
他
は
注
記
の
な
い
限
り
、
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
（
4
）　
王
溥
『
唐
會
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
標
点
本　
一
九
九
一
）。
巻
三
十
六
に
「
武
徳
七
年
九
月
十
七
日
、
給
事
中
歐
陽
詢
奉
勅
撰
藝
文
類
聚
成
、
上
之
」（
七
五
九
頁
）。
（
5
）　
清
光
緒
八
年
（
一
八
八
二
）
刻
本
の
影
印
本
に
拠
る
。『《
文
選
》
研
究
文
献
輯
刊
』（
国
家
図
書
館
出
版
社　
二
〇
一
三
）
所
収
。
袁
行
雲
「
梁
章
詎
著
述
多
非
自
撰
」（『
文
史
』
第
十
九
輯　
中
華
書
局　
一
九
八
三
）
は
、
実
際
の
編
纂
者
は
梁
章
詎
の
幕
僚
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。
（
6
）　
五
臣
の
劉
良
注
に
は
「
正
絶
流
曰
亂
」
と
の
み
あ
り
、
出
典
名
の
『
爾
雅
』
を
記
さ
な
い
。
（
7
）　
清
光
緒
間
（
一
八
七
五
〜
一
九
〇
八
）
貴
池
劉
氏
聚
學
軒
叢
書
六
十
種
本
の
影
印
本
に
拠
る
。
前
掲
『《
文
選
》
研
究
文
献
輯
刊
』
所
収
。
（
8
）　
拙
稿
「『
詩
経
』
か
ら
謝
霊
運
詩
ま
で
の
頂
真
格
の
修
辞
│
│
押
韻
句
を
跨
ぐ
も
の
」（『
東
北
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
一
九
号　
二
〇
一
四
）、「
同
韻
の
二
聯
間
に
お
け
る
頂
真
格
の
修
辞
│
│
『
詩
経
』
か
ら
謝
霊
運
詩
ま
で
」（『
集
刊
東
洋
學
』
第
一
一
四
号　
二
〇
一
五
）、「
亂
流
趨
孤
嶼
、
孤
嶼
媚
中
川
」
の
修
辞
の
系
譜
│
│
同
聯
内
に
お
け
る
頂
真
格
」（『
六
朝
學
術
學
会
報
』
第
十
七
集　
二
〇
一
六
）。
以
下
、
順
に
第
一
稿
、
第
二
稿
、
第
三
稿
と
称
す
。
（
9
）　
以
上
に
つ
い
て
は
、
注
8
所
掲
第
一
稿
を
参
照
。
（
10
）　
以
上
に
つ
い
て
は
、
注
8
所
掲
第
二
稿
を
参
照
。
（
11
）　
以
上
に
つ
い
て
は
、
注
8
所
掲
第
三
稿
を
参
照
。
（
12
）　
『
文
選
』
所
収
の
謝
霊
運
詩
は
三
十
九
篇
あ
り
、
な
か
で
最
も
短
い
詩
篇
が
「
鄰
里
相
送
至
方
山
」（
巻
二
十
）
と
「
登
江
中
孤
嶼
」
の
各
七
聯
で
あ
る
。
三
十
九
篇
の
平
均
は
十
聯
弱
で
、
最
長
が
「
還
舊
園
作
見
顔
范
二
中
書
」（
巻
二
十
五
）
の
二
十
一
聯
。『
文
選
』
所
62
収
詩
は
、
他
の
類
書
等
の
所
収
詩
よ
り
省
略
の
可
能
性
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
考
察
対
象
と
し
た
。
（
13
）　
「
助
字
」
に
つ
い
て
は
、
小
川
環
樹
『
唐
詩
概
説
』（
岩
波
書
店　
一
九
五
八
）
一
二
二
頁
の
定
義
に
従
う
。
（
14
）　
「〝
乱
流
趋
正
绝
，
孤
屿
媚
中
川
〞，
纵
横
交
错
的
水
流
突
然
在
前
方
阻
断
，
一
座
未
名
的
孤
屿
千
娇
万
媚
地
出
现
在
大
江
之
中
。」（
余
冠
英
主
编
『
中
国
古
代
山
水
诗
鉴
赏
辞
典
』
一
九
頁
。
江
苏
古
籍
出
版
社　
一
九
八
九
。
当
該
部
分
は
沈
玉
成
氏
担
当
）、「
在
急
乱
的
江
流
中
，
小
岛
孤
屿
显
得
那
样
的
谐
美
。」（
张
秉
戍
主
编
『
山
水
诗
歌
鉴
赏
辞
典
』
四
一
頁
。
中
国
旅
游
出
版
社　
一
九
八
九
。
当
該
部
分
は
林
冠
夫
氏
担
当
）、「
乱
流
：
激
流
。
…
激
流
冲
荡
悬
崖
绝
壁
处
，
江
中
孤
屿
妩
媚
现
眼
前
。」（
阴
法
鲁
审
定
『
昭
明
文
选
译
注
』
第
四
冊
六
八
六
頁
。
吉
林
文
史
出
版
社　
一
九
九
二
）、「
那
紛
亂
水
流
的
趨
向
，
是
正
在
橫
斷
江
水
，
這
孤
獨
矗
立
的
江
中
山
嶼
，
更
增
江
水
中
流
的
美
好
。」（
王
令
樾
『
文
選
詩
部
探
析
』
三
四
三
頁
。
國
立
編
譯
館　
一
九
九
六
）、「〝
亂
流
趨
正
絕
〞句
寫
一
股
溪
水
好
像
有
意
要
衝
到
河
中
把
正
流
決
斷
。」（
王
小
婷
『
清
代
《
文
選
》
學
研
究
』
七
二
頁
。
上
海
古
籍
出
版
社　
二
〇
一
四
）
等
。
（
15
）　
孫
炎
曰
、
逆
渡
者
、
逆
流
也
。
順
渡
者
、
順
流
也
。
（
16
）　
目
加
田
誠
『
定
本
詩
経
訳
注
（
上
）』（
龍
溪
書
舎　
一
九
八
三
）
二
五
六
〜
二
五
七
頁
。
美
し
い
訳
文
で
何
の
異
論
も
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。
（
17
）　
西
傾
、
山
名
。
桓
水
、
自
西
傾
山
南
行
。
因
桓
水
是
來
、
浮
于
潛
。
漢
上
曰
沔
、
越
沔
、
而
北
入
渭
、
浮
東
渡
河
。
（
18
）　
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
八
巻
四
一
〇
〜
四
一
一
頁
。
筑
摩
書
房　
一
九
七
〇
。
（
19
）　
目
加
田
誠
『
定
本
詩
経
訳
注
（
下
）』（
龍
溪
書
舎　
一
九
八
三
）
六
七
頁
。
（
20
）　
該
詩
末
二
聯
の
「
想
像
」「
緬
邈
」「
信
」
の
主
体
は
、
再
び
「
亂
流
」
句
ま
で
と
同
様
語
り
手
で
、
詩
の
前
半
に
呼
応
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
「
孤
嶼
」
句
と
直
後
の
二
聯
に
深
く
浸
潤
さ
れ
た
語
り
手
で
あ
り
、
前
半
の
語
り
手
と
は
質
を
異
に
す
る
。
（
21
）　
『
義
門
讀
書
記
』
文
選
第
二
巻
「
詩
」。
乾
隆
三
十
四
年
（
一
七
六
九
）
長
洲
蔣
氏
刻
本
影
印
本
に
拠
る
。
前
掲
『《
文
選
》
研
究
文
献
輯
刊
』
所
収
。
（
22
）　
「
肇
論
疏
」
に
「
謝
靈
運
文
章
秀
發
、
超
邁
古
今
。
如
涅
槃
元
來
質
樸
、
本
言
、
手
把
腳
蹈
、
得
到
彼
岸
。
謝
公
改
云
、
運
手
動
足
、
截
流
而
度
。」（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
四
十
五
冊
一
六
二
頁
。
以
下
大
正
蔵
と
略
称
）。
謝
霊
運
の
改
訳
を
含
む
と
さ
れ
る
現
行
の
慧
厳
等
訳
「
大
般
涅
槃
経
」
巻
二
十
一
「
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
之
三
」
に
は
「
截
流
而
去
」
と
あ
る
。
大
正
蔵
第
十
二
冊
七
四
三
頁
。
（
23
）　
「
肇
論
序
」
に
「
至
如
彌
天
大
德
・
童
壽
桑
門
、
竝
創
始
命
宗
、
圖
辯
格
致
、
播
揚
宣
述
、
所
事
玄
虛
、
唯
斯
擬
聖
默
之
所
祖
。
自
降
乎
已
還
、
歷
代
古
今
、
凡
著
名
僧
傳
、
及
傳
所
不
載
者
、
釋
僧
叡
等
三
千
餘
僧
、
清
信
檀
越
謝
靈
運
等
八
百
許
人
。
至
能
辯
正
方
言
、
節
文
階
級
、
善
覈
名
教
、
精
搜
義
理
、
揖
此
群
賢
語
之
所
統
、
有
美
若
人
、
超
語
兼
默
。
標
本
則
句
句
深
達
佛
心
、
明
末
則
言
言
備
通
衆
教
。
諒
是
大
乘
懿
典
、
方
等
博
書
」（
大
正
蔵
第
四
十
五
冊
一
五
〇
頁
）。
（
24
）　
許
愼
『
説
文
解
字
』（
二
世
紀
半
ば
）
巻
十
二
下
に
「
雀伐
、
斷
也
。
从
戈
雀
聲
」、
卷
十
三
上
に
「
絶
、
斷
絲
也
」、
劉
煕
『
釋
名
』（
三
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世
紀
初
）「
釋
言
語
」
第
十
二
に
「
絶
、
截
也
、
如
割
截
也
」。「
雀伐
」
は
「
截
」
の
異
体
字
で
、『
玉
篇
』（
六
世
紀
半
ば
）
を
重
修
し
た
『
大
廣
益
會
玉
篇
』（
十
一
世
紀
初
）
戈
部
第
二
百
六
十
二
に
「
雀伐
、
在
節
切
。
齊
也
、
治
也
、
斷
也
。
亦
作
截
」（『
宋
本
玉
篇
』
中
国
書
店
影
印　
一
九
八
二
）。『
廣
韻
』（
十
一
世
紀
初
）
で
は
「
雀伐
」
が
入
声
屑
韻
第
十
六
、「
絶
」
が
入
声
薛
韻
第
十
七
に
属
す
が
、
屑
薛
両
韻
は
晋
宋
当
時
同
韻
で
韻
母
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
が
、
于
安
瀾
著
・
暴
拯
群
校
改
『
漢
魏
六
朝
韻
譜
』（
河
南
人
民
出
版
社　
一
九
八
九
）
三
一
二
〜
三
一
六
頁
、
周
祖
謨
『
魏
晉
南
北
朝
韻
部
之
演
亠變
』
（
東
大
図
書
股
份
有
限
公
司　
一
九
九
六
）
七
頁
お
よ
び
六
一
七
〜
六
二
一
頁
か
ら
分
か
る
。
声
母
も
近
い
。「
截
」
は
、
上
掲
し
た
よ
う
に
『
大
廣
益
會
玉
篇
』
に
「
在
節
切
」、「
絶
」
は
同
糸
部
第
四
百
二
十
五
に
「
才
悦
切
」、
お
よ
び
『
原
本
玉
篇
殘
巻
』（
中
華
書
局
影
印　
一
九
八
五
）
に
「
似
悦
反
」
と
あ
り
、「
在
」「
才
」「
似
」
は
歯
茎
音
。
（
25
）　
前
掲
『
義
門
讀
書
記
』
文
選
第
二
巻
「
詩
」。
沈
徳
潜
『
古
詩
源
』
巻
一
〇
（
中
華
書
局
標
点
本　
一
九
六
三
）
二
三
七
頁
。
現
代
で
は
『
汉
魏
南
北
朝
诗
选
注
』（
北
京
出
版
社　
一
九
八
一
）
三
三
〇
頁
に
「
这
二
句
是
说
船
正
迅
速
地
从
江
中
横
渡
，
突
然
发
现
优
美
动
人
的
孤
屿
山
在
江
流
中
间
挡
住
了
去
路
」（
邓
魁
英
氏
担
当
）。
（
26
）　
斯
波
六
郎
・
花
房
英
樹
訳
『
文
選
』（
筑
摩
書
房　
一
九
六
三
）
二
八
四
頁
。
（
27
）　
吴
冠
文
・
陈
文
彬
『
庙
堂
与
山
林
之
间
；
谢
灵
运
的
心
路
历
程
与
诗
歌
创
作
』（
复
旦
大
学
出
版
社　
二
〇
一
三
）一
五
五
〜
一
六
二
頁
。
（
28
）　
高
木
正
一
「
六
朝
に
お
け
る
律
詩
の
形
成
」（『
六
朝
唐
詩
論
考
』
所
収　
創
文
社　
一
九
九
九
。
初
出
は
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
集
、
一
九
五
二
）
八
〜
十
五
頁
。
（
29
）　
「
睽
」
は
、『
文
選
』
の
音
注
に
「
苦
圭
」
と
あ
り
、苦
圭
の
切
。「
攜
」
は
、『
説
文
解
字
』
巻
十
二
上
手
部
に
「
戸
圭
の
切
」、『
大
廣
益
會
玉
篇
』
手
部
六
十
六
に
も
「
戸
圭
の
切
」。「
睽
攜
」
は
畳
韻
で
あ
る
。
「
悽
」
は
『
説
文
解
字
』
巻
十
下
心
部
に
「
七
稽
の
切
」。「
戚
」
は
『
説
文
解
字
』
巻
十
二
下
戈
部
に
「
倉
歴
の
切
」、「
倉
」
は
同
巻
五
下
倉
部
に
「
七
岡
の
切
」。「
悽
戚
」
は
双
声
で
あ
る
。『
大
廣
益
會
玉
篇
』
で
も
、「
悽
」
は
心
部
八
十
七
に
「
七
奚
の
切
」、「
戚
」
は
戉
部
二
百
六
十
五
に
「
千
的
の
切
」、「
千
」
は
十
部
五
百
七
に
「
且
田
の
切
」、
「
且
」
は
且
部
二
百
四
十
九
に
「
七
也
子
余
の
二
切
」。
（
30
）　
大
正
蔵
第
十
二
冊
七
四
二
〜
七
四
五
頁
を
参
照
。
（
31
）　
大
正
蔵
第
十
二
冊
七
四
五
頁
に
「
路
値
一
河
者
、
即
是
煩
惱
。
…
至
煩
惱
河
、
修
戒
定
慧
解
脱
解
脱
知
見
六
波
羅
蜜
三
十
七
品
、
以
為
船
栰
。
依
乘
此
栰
、
渡
煩
惱
河
、
到
於
彼
岸
、
常
樂
涅
槃
」。
句
読
点
は
引
用
者
。
＊ 
本
研
究
は
科
学
研
究
費
補
助
金15K
02430
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
